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貴金属地金相場旬報
日　付 円相場金 銀Pt

９月３日㈮

６日㈪

７日㈫

８日㈬

９日㈭

10 日㈮

13日㈪

14 日㈫

15日㈬

16日㈭

7,099円

7,142〃

7,136〃

7,064〃

7,040〃

7,035〃

7,008〃

7,038〃

7,057〃

7,003〃

4,000円

4,073〃

4,073〃

4,011〃

3,920〃

3,922〃

3,848〃

3,858〃

3,770〃

3,807〃

96.69円

99.77〃

99.66〃

98.78〃

97.24〃

97.13〃

96.25〃

96.14〃

96.25〃

96.25〃

109.93円

109.83〃

109.80〃

110.27〃

110.20〃

109.78〃

109.96〃

110.07〃

109.64〃

109.40〃

―田中貴金属工業調べ―

・ 価格は店頭渡しグラム当たり小売価格 （消費税込み）
・ 外国為替相場は米 1 ドル （午後５時現在の銀行間、 中心相場）

技術と信頼をお届けします

指輪空枠・アクセサリー製造

デザイン・原型・ゴム型・キャスト・
磨き・石留までの一貫生産体制

［定 休 日］ 日・祝日、第２・第４土曜日

［営業時間］ ９：３０～１８：００

有限会社トーヨー精工
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セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
㈱
（
代
表
取
締
役
社
長
：
内
藤
昭

男
、
本
社
：
東
京
都
中
央
区
）
は
９
月
８
日
に
東
京
會
館

で
メ
デ
ィ
ア
向
け
「
２
０
２
１
年
秋
冬
新
作
内
覧
会
」
を

開
催
し
た
。
当
初
、
国
産

時
計
メ
ー
カ
ー
合
同
で
の

開
催
を
予
定
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
中
止
と
し
、
個
別
実
施

と
な
っ
た
。

　
グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
は
セ
イ

コ
ー
創
業
１
４
０
周
年
記
念
限

定
モ
デ
ル
（
ス
プ
リ
ン
グ
ド
ラ

イ
ブ
）
２
機
種
を
年
内
に
発
売

す
る
ほ
か
、「
セ
イ
コ
ー
ス
タ

イ
ル
」
を
確
立
し
た
44
Ｇ
Ｓ
の

誕
生
か
ら
55
周
年
を
記
念
し
た

限
定
モ
デ
ル
も
年
明
け
に
発
売

す
る
予
定
だ
。

　
ほ
か
に
も
プ
ロ
ス
ペ
ッ
ク
ス

か
ら
１
９
６
８
メ
カ
ニ
カ
ル
ダ

イ
バ
ー
ズ
現
代
デ
ザ
イ
ン
の
ほ

か
、新
コ
レ
ク
シ
ョ
ン「
ス
ピ
ー

ド
タ
イ
マ
ー
」
か
ら
メ
カ
ニ
カ

ル
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
や
ソ
ー
ラ
ー

ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
を
発
売
す
る
。

　
今
回
の
内
覧
会
で
新
製
品
と

共
に
注
目
す
べ
き
は
セ
イ
コ
ー

ウ
ォ
ッ
チ
㈱
が
よ
り
お
客
様
に

長
く
時
計
を
使
用
い
た
だ
く
た

め
に
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
分

野
で
、
業
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

カ
ン
パ
ニ
ー
に
相
応
し
い
新
た

な
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
だ
。

　
グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
の
修
理

に
は
有
料
の
「
グ
ラ
ン
ド
セ
イ

コ
ー
コ
ン
プ
リ
ー
ト
サ
ー
ビ

ス
」が
あ
る
。
内
装
修
理
、オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
に
加
え
、
ラ
イ
ト

ポ
リ
ッ
シ
ュ
（
ケ
ー
ス
、
メ
タ

ル
バ
ン
ド
の
表
面
を
整
え
、
つ

や
を
出
す
サ
ー
ビ
ス
）
を
行
う

も
の
だ
。
料
金
の
中
に
は
内
装

部
品
、
電
池
、
パ
ッ
キ
ン
グ
交

換
、
防
水
検
査
（
防
水
時
計
の

み
）
の
費
用
を
含
む
が
、
外
装

及
び
バ
ン
ド
の
部
品
代
、
特
殊

修
理
代
は
含
ま
れ
な
い
。

　
こ
れ
と
は
別
に
６
月
１
日
か

ら
「
外
装
リ
ペ
ア
ポ
リ
ッ
シ
ュ

サ
ー
ビ
ス
」
を
有
料
で
ス
タ
ー

ト
。
こ
れ
ま
で
時
計
の
表
面
が

傷
つ
い
た
場
合
、
そ
の
部
分
を

研
磨
し
よ
う
と
す
る
と
形
が
変

わ
る
た
め
修
理
が
困
難
に
な
る

場
合
も
あ
っ
た
。

　
そ
れ
は
「
味
わ
い
」
と
も
言

え
る
が
、
新
た
な
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
で
は
ス
テ
ン
レ
ス
ス

チ
ー
ル
や
チ
タ
ン
な
ど
で
埋

め
、
熟
練
の
職
人
が
一
本
一
本

丁
寧
に
研
磨
す
る
こ
と
で
買
っ

た
と
き
に
近
い
品
質
に
ま
で
戻

す
。

　
そ
の
役
割
を
担
う
の
が
２
０

１
９
年
に
「
セ
イ
コ
ー
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
生
ま
れ
変

わ
っ
た
「
セ
イ
コ
ー
タ
イ
ム
ラ

ボ
」。
パ
ル
ス
レ
ー
ザ
ー
に
よ

る
緻
密
な
溶
接
や
「
ザ
ラ
ツ
研

磨
／
バ
フ
研
磨
」、「
注
油
作
業
」

を
可
能
に
す
る
熟
練

し
た
職
人
と
そ
れ
を

支
え
る
最
先
端
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
機
器
を

揃
え
た
。

　
グ
ラ
ン
ド
セ
イ

コ
ー
は
、
長
く
お
使

い
い
た
だ
く
こ
と
を

念
頭
に
、
分
解
・
修

理
し
や
す
い
構
造
を

基
本
に
し
て
き
た
と

い
う
。
こ
の
こ
と
が

結
果
と
し
て
リ
セ
ー

ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に

な
り
、
グ
ラ
ン
ド
セ

イ
コ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド

価
値
を
更
に
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
10
月
１
日
か
ら
は

グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー

の
メ
ー
カ
ー
保
証
期

間
を
国
内
外
問
わ
ず

一
律
５
年
間
に
延

長
。
電
子
保
証
化
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
メ
ー
カ
ー
が
顧
客
の

時
計
の
デ
ー
タ
を
把
握
す
る
こ

と
で
、
よ
り
適
切
で
迅
速
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
グ
ラ
ン
ド
セ
イ

コ
ー
は
全
国
の
グ
ラ
ン
ド
セ
イ

コ
ー
ブ
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
で
の
購

入
者
を
対
象
に
オ
ー
ナ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
「
Ｇ
Ｓ
９ 

Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
」

を
組
織
し
て
そ
の
歴
史
や
開
発

の
苦
労
な
ど
を
伝
え
て
き
た
。

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は

さ
ら
な
る
フ
ァ
ン
作
り
の
ツ
ー

ル
と
な
る
。

　
セ
イ
コ
ー
の
代
表
的
な
ブ
ラ

ン
ド
、
グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
が

誕
生
し
て
今
年
は
61
年
目
。
新

作
と
共
に
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
が
セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ

の
新
た
な
ジ
ャ
ン
プ
台
に
な
り

そ
う
だ
。

　
金
子
眼
鏡（
福
井
県
鯖
江
市
）

と
フ
ォ
ー
ナ
イ
ン
ズ
（
東
京
都

世
田
谷
区
）
並
び
に
㈱
日
本
企

業
成
長
投
資
（Nippon Inve

社
「Japan Eyewear Hold

ings

」（
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
イ
ウ
ェ

ア
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
を

設
立
し
、
グ
ル
ー
プ
経
営
体
制

に
移
行
し
た
。

　
金
子
眼
鏡
と
フ
ォ
ー
ナ
イ
ン

ズ
両
社
の
株
式
の
１
０
０
％
は

持
ち
株
会
社
が
保
有
。
代
表
取

締
役
に
は
金
子
眼
鏡
の
金
子
真

也
社
長
と
フ
ォ
ー
ナ
イ
ン
ズ
の

飯
村
祐
一
社
長
が
就
任
し
た
。

両
社
の
本
社
を
そ
れ
ぞ
れ
「
東

京
本
社
」「
福
井
本
社
」と
す
る
。

詳
し
い
経
営
体
制
は
今
後
協
議

し
て
固
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
フ
ォ
ー
ナ
イ
ン
ズ
の
担
当

者
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
、
眼
鏡
業
界
の
な
か
で
よ
り

強
固
で
安
定
的
な
環
境
を
作
っ

て
い
き
た
い
、
と
い
う
考
え
の

下
、
そ
れ
ぞ
れ
が
や
っ
て
い
く

こ
と
と
は
別
に
金
子
眼
鏡
さ
ん

と
や
っ
て
い
く
こ
と
で
将
来
の

可
能
性
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
統
合
と
い
う
選

発
信
し
て
い
く
こ
と
で
す
が
、

具
体
的
に
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。
鯖
江
は
眼
鏡
の
世
界
３
大

産
地
と
言
わ
れ
な
が
ら
世
界
的

な
知
名
度
は
今
ひ
と
つ
。
両
者

が
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
よ
り
進
め
て
い

く
こ
と
が
目
的
で
す
。
ブ
ラ
ン

ド
が
混
在
し
て
店
頭
に
並
ぶ
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
こ
れ
に

よ
り
仕
入
れ
先
や
運
送
そ
の
他

の
生
産
体
制
が
変
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
的
に
は
О

Ｅ
Ｍ
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
あ
く
ま
で
も
日
本
を
代
表

す
る
ブ
ラ
ン
ド
が
手
を
結
び
、

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
乗
り
出
す

こ
と
で
す
」
と
言
う
。

　
金
子
眼
鏡
は
１
９
５
８
年
創

業
で
、
従
業
員
数
は
３
５
０

人
。
直
営
店
は
国
内
67
店
舗
の

ほ
か
、
フ
ラ
ン
ス
に
２
店
舗
あ

る
。
フ
ォ
ー
ナ
イ
ン
ズ
は
１
９

９
６
年
創
業
で
、
従
業
員
数
は

１
４
２
人
。
直
営
店
・
専
門
店

は
国
内
26
店
舗
の
ほ
か
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
２
店
舗
あ
る
。
Ｎ

Ｉ
Ｃ
は
２
０
１
７
年
に
設
立
さ

れ
た
投
資
フ
ァ
ン
ド
。
サ
ー
ビ

ス
、
リ
テ
ー
ル
、
外
食
等
へ
の

投
資
に
強
み
を
持
つ
。
フ
ァ
ミ

リ
ー
企
業
の
「
第
二
創
業
」
も

得
意
。
２
０
１
９
年
に
金
子
眼

鏡
に
投
資
し
て
い
る
。

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
昨
年
は
ご

出
展
い
た
だ
け
な
か
っ
た
、
東
海
光
学

さ
ん
、
藤
田
光
学
さ
ん
、
カ
ー
ル
ツ
ァ

イ
ス
さ
ん
、
ア
サ
ヒ
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
さ

ん
、
ミ
ッ
ク
オ
プ
チ
カ
ル
さ
ん
な
ど

続
々
と
ご
出
展
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
だ
け
で
も
眼
鏡

業
界
が
全
面
支
援
し
て
く
だ
さ
る
展
示

会
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
」

　
―
―
今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を

何
人
招
待
し
ま
す
か
？

　「
昨
年
の
57
人
か
ら
１
２
０
人
に
倍

増
す
る
予
定
で
す
。
展
示
会
は
プ
ロ
バ

イ
ヤ
ー
の
商
談
の
機
会
を
作
る
こ
と
が

一
番
の
目
的
で
す
が
、
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
に
出

品
さ
れ
る
素
晴
ら
し
い
眼
鏡
の
一
般
へ

の
ア
ピ
ー
ル
も
市
場
拡
大
に
つ
な
が
る

重
要
な
活
動
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
―
―
海
外
の
プ
ロ
バ
イ
ヤ
ー
へ
の
働

き
か
け
は
ど
う
で
す
か
？

　「
中
国
、
台
湾
、
韓
国
の
有
力
バ
イ

ヤ
ー
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
会
場
を
結
び
、

ラ
イ
ブ
商
談
を
行
い
ま
す
。
昨
年
は
準

備
時
間
の
な
い
な
か
、
70
人
ほ
ど
の
海

外
の
有
力
バ
イ
ヤ
ー
の
ご
参
加
を
頂
き

ま
し
た
。
予
想
以
上
の
好
成
績
だ
っ
た

た
め
、
今
年
は
そ
の
数
を
２
０
０
人
に

増
や
す
予
定
で
す
。
ち
な
み
に
、
有
力

バ
イ
ヤ
ー
は
多
く
の
店
舗
を
抱
え
て
い

ま
す
。
例
え
ば
台
湾
の
宝
島
眼
鏡
さ
ん

は
１
３
０
０
店
舗
。
そ
の
商
談
の
効
果

は
大
変
な
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
」

　
―
―
同
時
開
催
の
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ワ
ー
ル
ド
東
京 

秋
」
の
影
響
は
？

　「
そ
う
で
す
ね
。
そ
ち
ら
の
出
展
社

は
昨
年
の
１
・
５
倍
だ
と
聞
い
て
い
ま

す
。
眼
鏡
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
親
和
性

が
高
く
、
相
乗
効
果
が
見
込
め
る
と

思
っ
て
い
ま
す
」

　
―
―
最
後
に
来
場
者
の
方
々
に
ひ
と

言
お
願
い
し
ま
す
。

　「
出
展
社
さ
ん
は
良
い
新
製
品
を
揃

え
て
少
し
で
も
良
い
品
を
バ
イ
ヤ
ー
さ

ん
に
届
け
た
い
と
の
意
気
込
み
で
臨
ま

れ
て
い
ま
す
。
来
場
さ
れ
れ
ば
き
っ
と

良
い
品
が
見
つ
か
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
是
非
、
足
を
運
び
、
買
い
付
け
を

し
た
り
、
情
報
交
換
し
た
り
し
て
、
プ

レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
業
界
と
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
」

年
も
是
非
開
催
し
て
欲
し
い
”“
共
に

し
っ
か
り
や
っ
て
い
こ
う
”
と
の
声
を

頂
戴
し
て
い
ま
す
。
眼
鏡
業
界
に
全
面

支
援
し
て
い
た
だ
き
、
業
界
が
一
丸
と

な
っ
て
盛
り
上
げ
る
展
示
会
に
な
る
と

思
い
ま
す
」

　
―
―
具
体
的
に
は
ど
ん
な
点
で
そ
う

感
じ
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

　「
例
え
ば
開
催
初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
既
に
有
力
な
小
売

チ
ェ
ー
ン
29
社
の
ト
ッ
プ
が
集
ま
る
予

定
で
、“
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
を
全
力
で
支
援
し

ま
す
”
と
言
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
各
社
の
ト
ッ
プ
の
方
々
の
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て

お
り
、
７
つ
の
チ
ェ
ー
ン
店
の
店
長
会

議
を
会
場
で
行
う
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
業
界
活
性
化
の
た
め
に

Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
く
、
と
の
姿

勢
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
」

　
―
―
昨
年
よ
り
も
出
展
社
数
は
増
え

る
よ
う
で
す
ね
。

　「
そ
う
で
す
ね
。
前
回
の
出
展
企
業

は
ほ
ぼ
全
社
ご
出
展
い
た
だ
き
ま
す

な
っ
た
企
業
様
や
来
場
者
の
方
も
お
ら

れ
て
例
年
通
り
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
眼
鏡
業
界
の
商
談

の
場
が
激
減
し
新
製
品
の
仕
入
れ
も
あ

ま
り
で
き
な
い
中
、
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
と
い
う

リ
ア
ル
商
談
の
場
が
開
催
で
き
た
こ
と

で
多
く
の
出
展
社
・
来
場
者
に
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
は
昨
年
は
、
世

界
中
で
眼
鏡
の
国
際
展
示
会
を
開
催
し

た
の
は
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
だ
け
で
し
た
。
で
す

か
ら
多
く
の
方
か
ら
、“
あ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
よ
く
ぞ
開
催
し
て
く
れ
た
“
あ

り
が
と
う
”と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
有
力
小
売
チ
ェ
ー
ン
の
代
表
者

の
方
々
か
ら
も
“
こ
の
熱
気
は
眼
鏡
業

界
に
必
要
だ
。是
非
頑
張
っ
て
欲
し
い
”

と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
１
年
経
っ
て
も
状
況
は
大
き
く
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ“
今

　
―
―
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
つ
い
て

ど
う
お
考
え
で
す
か
？

　「
政
府
指
導
の
下
、
日
本
展
示
会
協

会
が
作
製
し
た
『
展
示
会
業
界
に
お
け

る
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
ー
19
感
染
拡
大
予
防
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
』以
上
の
対
策
を
心
が
け
、

万
全
の
対
策
で
予
定
通
り
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
を

開
催
し
ま
す
」

　
―
―
ど
の
よ
う
な
展
示
会
に
な
る
と

お
考
え
で
す
か
？

　「『
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て
創
り
上
げ

る
展
示
会
』
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
昨

年
も
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
予
定
通
り

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
出
展
で
き
な
く

　
新
型
コ
ロ
ナ
第
５
波
が
収
束
に
向
か
う
な
か
10
月
18
日
～
20

日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
第
34
回
国
際
眼
鏡
展
（
通
称
Ｉ
Ｏ

Ｆ
Ｔ
２
０
２
１
、
主
催
：
Ｒ
Ｘ
ジ
ャ
パ
ン
）
が
開
か
れ
る
。
ど

ん
な
展
示
会
に
な
る
の
か
？ 

岡
部
憲
士
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
統
括
事
務
局

長
に
聞
い
た
。

択
肢
を
取
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
具
体
的
に
は
海
外
へ
の
ア

ク
シ
ョ
ン
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

両
社
が
横
並
び
で
出
て
い
く
こ

と
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
で

強
み
を
出
せ
る
の
で
は
な
い

か
、
そ
の
可
能
性
の
た
め
の
体

制
作
り
と
い
う
風
に
考
え
て
い

ま
す
。
あ
く
ま
で
も
イ
コ
ー
ル

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
り
、

現
在
の
経
営
、
生
産
体
制
に
変

化
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
。

金
子
眼
鏡
の
担
当
者

は
「
狙
い
は
純
日
本

製
の
眼
鏡
を
世
界
に

stm
ent Com

pa
ny

＝
通
称
Ｎ
Ｉ

Ｃ
）
は
持
ち
株
会

海
外
展
開
の
強
化
が
狙
い

日本企業成長投資と持ち株会社

フォーナインズ
金子眼鏡が統合

キ
ー
マ
ン
に
聞
く

キ
ー
マ
ン
に
聞
く

Ｒ
Ｘ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
取
締
役
統
括
事
務
局
長

岡
部　

憲
士
氏

10月から「５年保障」「電化保証」システムも

業
界
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
超
え
る
感
染
対
策
で
予
定
通
り
開
催

眼
鏡
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て
創
り
上
げ
る
展
示
会
に

海外有力バイヤー200人との
オンライン商談も実現

外
装
リ
ペ
ア
ポ
リ
ッ
シ
ュ
サ
ー
ビ
ス

熟
練
職
人
に
よ
る
充
実
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
も
展
開

グランドセイコーか　
　ら創業

140周年記念限定モデル

秋
冬
秋
冬

21
年

秋
冬
新
作
内
覧
会
開
催

セイコー
ウオッチ

その他注目の商品を続々発売へ

１０月１８日～２０日　東京ビッグサイト

ＩＯＦＴＩＯＦＴＩＯＦＴＩＯＦＴ
２
０
２
１

秋
か
ら
冬
に
向
け
て
注
目
の
商
品
が
続
々
と
発
売
さ
れ
る

新製品に熱い視線が注がれた

業
界
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
超
え
る
感
染
対
策
で
予
定
通
り
開
催
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ホームランダービー
気になるアーチ減速

　
世
界
中
か
ら
価
値
の
あ
る

「
宝
物
」
を
収
集
す
る
米
国

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
に
は

宝
石
が
１
万
点
以
上
も
所
蔵

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
有

名
な
ホ
ー
プ
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
（
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
）

が
あ
る
。
45
・
50
カ
ラ
ッ
ト

の
ブ
ル
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

で
、
推
定
価
格
は
３
０
０
億

円
。
紫
外
線
を
当
て
る
と
、

１
分
以
上
も
赤
く
輝
く
と
い

う
。

　
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
ホ
ー
プ
は

「
希
望
」「
期
待
」
と
い
う
明

る
い
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
か
つ
て
の

所
有
者
の
名
前
が
由
来
だ
。

　
９
世
紀
に
イ
ン
ド
南
部
で

発
見
さ
れ
た
こ
の
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
が
多
く
の
人
に
よ
く
知

ら
れ
る
の
は
、「
呪
い
」
が

あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
か

ら
だ
。

　
か
つ
て
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト

ワ
ネ
ッ
ト
が
所
有
し
、
マ
リ

リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
も
映
画
で

身
に
付
け
た
後
に
不
審
死
を

遂
げ
た
。「
ホ
ー
プ
・
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
」
に
深
く
か
か

わ
っ
た
人
た
ち
が
次
か
ら
次

へ
と
不
幸
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら「
呪
い
の
宝
石
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
に
も
呪

い
が
あ
る
。「
バ
ン
ビ
ー
ノ

の
呪
い
」
だ
。
ボ
ス
ト
ン
・

レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
が
主
力
選

手
だ
っ
た
ベ
イ
・
ブ
ル
ー

ス
（
愛
称
バ
ン
ビ
ー
ノ
）
を

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヤ
ン
キ
ー

ス
に
放
出
し
た
１
９
２
０
年

か
ら
２
０
０
３
年
ま
で
の
83

年
間
、
一
度
も
ワ
ー
ル
ド
シ

リ
ー
ズ
に
勝
て
な
か
っ
た
の

が
「
呪
い
」
だ
と
伝
え
ら
れ

て
い
た
。

　
そ
ん
な
「
バ
ン
ビ
ー
ノ
の

呪
い
」
に
か
か
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
、
と
思
え
る
の
が
エ

ン
ゼ
ル
ス
の
二
刀
流
・
大
谷

翔
平
だ
。
13
勝
・
11
本
塁
打

の
記
録
（
１
９
１
８
年
）
を

残
し
た
ベ
イ
・
ブ
ル
ー
ス
以

来
１
０
３
年
ぶ
り
の
「
２
ケ

タ
勝
利
、
２
ケ
タ
本
塁
打
」

に
王
手
を
か
け
な
が
ら
、
９

勝
の
ま
ま
足
踏
み
を
し
て
い

る
か
ら
だ
。

　
ア
・
リ
ー
グ
の
本
塁
打
王

争
い
は
、
日
本
時
間
13
日
現

在
、
大
谷
と
ブ
ル
ー
ジ
ェ
イ

ズ
の
ゲ
レ
ー
ロ
Jr
内
野
手
の

２
人
が
44
本
で
首
位
タ
イ
に

並
び
、
42
本
の
ロ
イ
ヤ
ル

ズ
・
ぺ
レ
ス
捕
手
が
追
う
展

開
だ
。

　
大
谷
は
９
月
10
日
の
ア
ス

ト
ロ
ズ
戦
に
「
２
番
・
投
手
」

で
先
発
出
場
。
１
回
に
44
号

ソ
ロ
を
放
っ
た
が
、
投
げ
る

ほ
う
で
は
３
回
３
分
の
１
を

６
失
点
。
５
月
28
日
以
来
の

２
敗
目
を
喫
し
、
10
勝
目
は

お
預
け
に
な
っ
た
。

　
ホ
ー
ム
ラ
ン
ダ
ー
ビ
ー
を

演
じ
る
３
人
は
い
ず
れ
も
大

き
な
記
録
が
か
か
る
。
大
谷

の
「
２
ケ
タ
勝
利
、
２
ケ
タ

本
塁
打
」
同
様
に
、
ゲ
レ
ー

ロ
Jr
は
９
年
ぶ
り
３
冠
王
を

狙
え
る
位
置
に
つ
け
て
い

る
。
ま
た
、
ペ
レ
ス
は
49
年

ぶ
り
の
捕
手
に
よ
り
２
冠

（
本
塁
打
・
打
点
）
が
視
野

に
入
る
。

　
た
だ
９
月
に
入
っ
て
大
谷

が
２
本
、
ゲ
レ
ー
ロ
Jr
は
５

本
と
量
産
モ
ー
ド
に
入
っ
て

い
る
の
が
気
に
な
る
。
い
ず

れ
も
10
月
３
日
の
シ
ー
ズ
ン

終
了
ま
で
熾
烈
な
ホ
ー
ム
ラ

ン
ダ
ー
ビ
ー
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　
大
谷
の
残
り
試
合
数
は
９

月
17
日
現
在
19
と
な
っ
た
。

「（
タ
イ
ト
ル
を
）
も
ち
ろ
ん

取
り
た
い
」（
大
谷
）
だ
が
、

タ
イ
ト
ル
の
あ
る
、
な
し
で

シ
ー
ズ
ン
終
了
後
の
年
俸
調

停
も
大
き
く
変
わ
る
。〝
呪

い
〟
を
振
り
払
っ
て
、
日
本

選
手
初
の
大
記
録
達
成
に
集

大
谷
翔
平
の
103
年
ぶ
り
偉
業
を
阻
む
？〝
呪
い
〟

９月

２～３

７～８

２９ １９

１０月

６～７

１９～２０

２７～２８

１１月

１～２

９～１０

【機密性２】

独立行政法人 造幣局
単位：個

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

指輪 203 25 12.3% 1,067 614 57.5%

ﾈｯｸﾚｽ 4,483 2,229 49.7% 21,393 11,745 54.9%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 535 361 67.5% 1,619 2,468 152.4%

その他 3 36 1200.0% 121 231 190.9%

計 5,224 2,651 50.7% 24,200 15,058 62.2%

指輪 348 7 2.0% 774 565 73.0%

ﾈｯｸﾚｽ 7,626 9,743 127.8% 43,843 64,163 146.3%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 1,431 3,797 265.3% 10,064 17,783 176.7%

その他 2,612 2,907 111.3% 8,442 10,625 125.9%

計 12,017 16,454 136.9% 63,123 93,136 147.5%

指輪 0 0 － 0 0 －

ﾈｯｸﾚｽ 0 0 － 0 0 －

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 0 0 － 0 0 －

その他※ 1,020 1,469 144.0% 11,523 14,620 126.9%

計 1,020 1,469 144.0% 11,523 14,620 126.9%

指輪 0 0 － 322 30 9.3%

ﾈｯｸﾚｽ 50 10 20.0% 76 66 86.8%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 30 0 － 50 10 20.0%

その他 0 0 － 0 0 －

計 80 10 12.5% 448 106 23.7%

指輪 551 32 5.8% 2,163 1,209 55.9%

ﾈｯｸﾚｽ 12,159 11,982 98.5% 65,312 75,974 116.3%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 1,996 4,158 208.3% 11,733 20,261 172.7%

その他 3,635 4,412 121.4% 20,086 25,476 126.8%

計 18,341 20,584 112.2% 99,294 122,920 123.8%

※銀製品（その他）の詳細

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

メダル 101 890 881.2% 429 2,521 587.6%

盃 398 528 132.7% 8,516 9,712 114.0%

バッジ 219 0 － 1,364 1,364 100.0%

その他 302 51 16.9% 1,214 1,023 84.3%

計 1,020 1,469 144.0% 11,523 14,620 126.9%

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

貴金属製品の品位証明受付状況
（令和3年8月)

白金製品

金製品
(WG含む)

コンビ製品

合　計

銀製品

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

銀製品
（その他）

中
し
て
も
ら
い
た
い
。

　（
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ

タ
ー
・
三
山
典
央
）

　
第
５
回
「
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」（
主
催
：
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
マ
ー
ケ
ッ
ツ
ジ
ャ

パ
ン
）
が
９
月
８
、９
日
に
東

京
渋
谷
の
ヒ
カ
リ
エ
で
開
催

さ
れ
た
。「connecting fash

ion +
 culture

」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
掲
げ
る
同
展
示
会
に
は

１
６
０
の
国
内
外
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ブ
ラ
ン
ド
が
集
結
。
百
貨
店

の
仕
入
れ
担
当
者
な
ど
多
く
の

バ
イ
ヤ
ー
が
訪
れ
た
。

　
今
回
初
出
展
と
い
う
「
ｖ
ｉ

ｖ
ａ
ｎ
ｔ
」
の
担
当
者
は
「
初

日
の
午
前
中
に
も
か
か
わ
ら
ず

大
手
百
貨
店
の
バ
イ
ヤ
ー
の
方

と
商
談
で
き
て
満
足
し
て
い
ま

す
」
と
語
っ
た
。

　
Ｇ
Ｉ
Ａ
―
Ａ
Ａ
Ｊ
（
Ｇ
Ｉ
Ａ

同
窓
会
日
本
支
部
、
田
辺
あ
い

子
会
長
）
は
、
９
月
２
日
に
第

22
回
総
会
を
Ｚ
о
о
ｍ
で
開
催

し
、
滞
り
な
く
終
了
し
た
。
次

期
も
田
辺
あ
い
子
会
長
の
再
任

が
承
認
さ
れ
、
新
た
な
る
活
動

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
引
き
続
き
記
念
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
、
今
回
は
螺
鈿
蒔
絵

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
第
一
人
者
・

永
坂
景
子
氏
の
登
壇
。
同
氏
が

螺
鈿
や
蒔
絵
だ
け
で
な
く
、
彫

金
部
分
ま
で
も
自
ら
制
作
す
る

に
至
っ
た
経
緯
や
、
ジ
ュ
エ

リ
ー
デ
ザ
イ
ン
や
制
作
に
対
す

る
熱
い
情
熱
を
体
感
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
感
性
か
ら
生

ま
れ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
群
の

画
像
を
通
し
て
、
ジ
ュ
エ
リ
ー

の
原
点
で
あ
る
一
デ
ザ
イ
ン
一

作
品
主
義
の
大
切
さ
や
、
自
然

界
の
モ
チ
ー
フ
（
海
・
太
陽
・

月
・
光
・
植
物
な
ど
）
を
豊
富

に
採
用
し
た
作
品
を
十
二
分
に

堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
パ

ソ
コ
ン
の
画
面
か
ら
、
同
氏
の

パ
ワ
フ
ル
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
情
熱
と
、
他
に
類
を
見
な
い

素
晴
ら
し
い
作
品
に
魅
せ
ら

れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が

過
ぎ
た
Ｚ
о
о
ｍ
セ
ミ
ナ
ー
と

な
っ
た
。

　
次
回
は
10
月
27
日

次
回
の
通
常
セ
ミ
ナ
ー
は
、
10

月
27
日
（
水
）
午
後
８
治
か
ら

開
催
を
予
定
。

　
講
師
：
日
本
真
珠
振
興
会
　

真
珠
検
定
委
員
長
、
㈱
倉
本
真

珠
・
代
表 

倉
本
達
氏
に
よ
る

「G.G.

と
し
て
知
っ
て
お
き

た
い
パ
ー
ル
の
お
話
し
」
を
予

定
。

　
㈱
バ
ン
ビ（
東
京
都
台
東
区
）

は
、
こ
の
ほ
ど
、
時
計
ベ
ル
ト

を
は
じ
め
と
す
る
革
製
品
に
使

え
る
抗
菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス
ス
プ

レ
ー
「
ナ
ノ
カ
シ
ー
ル
ド
」
を

発
売
し
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
・
塩

素
・
金
属
不
使
用
で
、
革
製
品

を
は
じ
め
と
す
る
身
の
回
り
の

様
々
な
も
の
に
使
用
で
き
る
。

　
特
徴
と
し
て
は
、
人
や
動
物

に
無
害
な
「
ア
ク
リ
ル
系
ナ
ノ

ポ
リ
マ
ー
」
が
ウ
イ
ル
ス
や
細

菌
を
除
去
す
る
。
革
は
ア
ル

コ
ー
ル
で
の
消
毒
に
弱
く
、
色

落
ち
や
劣
化
の
原
因
と
な
る

が
、 

こ
の
商
品
は
革
に
影
響
を

与
え
ず
に
し
っ
か
り
と
ウ
イ
ル

ス
や
細
菌
の
活
動
を
抑
え
る
こ

と
が
可
能
。

　
ま
た
、
革
製
品
以
外
に
も
使

用
可
能
。
ア
ル
コ
ー
ル
フ
リ
ー

の
た
め
人
体
に
無
害
な
成
分

で
、
無
臭
な
の
で
臭
い
も
気
に

な
ら
ず
、
抗
菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス

効
果
が
持
続
す
る
（
無
機
質
素

材
で
約
７
日
間
）。

　
ナ
ノ
カ
シ
ー
ル
ド
は
、抗
菌
、

抗
ウ
イ
ル
ス
の
２
種
類
の
有
効

成
分
を
配
合
。
主
成
分
『
ア
ク

リ
ル
系
ナ
ノ
ポ
リ
マ
ー
』
は
医

療
現
場
で
も
使
用
さ
れ
る
成

分
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
属
す

る
エ
ン
ベ
ロ
ー
プ
型
ウ
イ
ル
ス

を
不
活
性
化
す
る
と
い
う
内
容

で
国
際
特
許
を
取
得
。
ま
た
、

大
腸
菌
、
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
な

ど
様
々
な
菌
に
対
し
て
も
除

菌
・
抗
菌
効
果
を
発
揮
す
る
。

　
揮
発
性
で
は
な
く
乾
い
た
後

も
そ
の
場
に
と
ど
ま
る
た
め
、

生
体
で
約
６
時
間
、
無
機
質
素

材
で
は
約
１
週
間
効
果
が
持

続
。
ア
ル
コ
ー
ル
耐
性
が
あ
る

の
で
ア
ル
コ
ー
ル
主
成
分
の
製

品
と
の
併
用
も
可
能
。
時
計
ベ

ル
ト
や
皮
革
製
は
も
ち
ろ
ん
、

メ
タ
ル
、
ウ
レ
タ
ン
、
シ
リ
コ

ン
、
合
成
繊
維
等
各
素
材
、
革

製
品
以
外
に
も
様
々
な
物
（
マ

ス
ク
、
ド
ア
ノ
ブ
、
パ
ソ
コ
ン
、

食
器
等
）
に
使
用
可
能
。

　
毒
性
試
験
を
実
施
し
、
無
害

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お

り
、
人
に
も
動
植
物
に
も
安
全

で
小
さ
な
お
子
様
や
ペ
ッ
ト
が

い
る
家
庭
も
安
心
し
て
使
え

る
。

　
単
品
上
代
は
、
税
込
価
格
１

４
３
０
円
（
本
体
価
格
１
３
０

０
円
）、
半
ダ
ー
ス
上
代
は
、

税
込
価
格
８
５
８
０
円
（
本
体

価
格
７
８
０
０
円
）。

売
す
る
。 

　
ど
ん
な
シ
ー
ン
に
も
合
わ
せ

や
す
い
ベ
ー
シ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

の
腕
時
計
を
提
案
す
る
『
シ
チ

ズ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
か
ら
銀

箔
と
漆
を
⽤
い
た
⽂
字
板
の
機

械
式
時
計
が
２
モ
デ
ル
登
場
す

る
。
⾦
属
板
に
漆
を
塗
り
銀
箔

を
ま
ぶ
す
よ
う
に
載
せ
、
さ
ら

に
塗
装
す
る
と
い
う
⼿
順
で
、

一
つ
ひ
と
つ
⼿
作
業
で
仕
上
げ

た
⽂
字
板
は
漆
の
⽼
舗
「
坂
本

⼄
造
商
店
」
と
の
共
同
開
発
に

よ
る
も
の
。
ひ
と
つ
と
し
て
同

じ
も
の
は
存
在
し
な
い
、
独
特

な
⾵
合
い
を
楽
し
め
る
。「
繭
」

の
柔
ら
か
な
⽩
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
「
繭
⾊
（
ま
ゆ
い
ろ
）」
と
、

紅
葉
す
る
森
林
の
⼣
暮
れ
時
、

薄
暮
を
表
現
し
た「
鈍
緋
⾊（
に

び
ひ
い
ろ
）」
を
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
。 

　 

「
繭
⾊
」
に
は
ミ
ラ
ー
仕

上
げ
の
、「
鈍
緋
⾊
」
に
は
ミ

ラ
ー
と
マ
ッ
ト
の
異
な
る
仕
上

げ
を
組
み
合
わ
せ
た
リ
ー
フ
針

を
使
⽤
す
る
こ
と
で
視
認
性
を

確
保
、
ま
た
10
気
圧
防
⽔
を
備

え
て
お
り
実
⽤
性
の
⾼
さ
も
魅

⼒
。
６
時
位
置
の
24
時
間
計
、

10
時
位
置
の
パ
ワ
ー
リ
ザ
ー
ブ

イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
が
機
能
的
で

あ
り
、
デ
ザ
イ
ン
の
ア
ク
セ
ン

ト
に
も
な
っ
て
い
る
。 

　【
商
品
特
⻑
】 

　
繭
の
や
わ
ら
か
な
⽩
を
イ

メ
ー
ジ
。
漆
を
塗
布
し
た
⾦
属

板
に
硫
化
さ
せ
た
銀
箔
を
貼

り
、
そ
の
上
か
ら
ぼ
か
し
塗
装

を
施
す
こ
と
で
硫
化
銀
箔
の
彩

が
斑
柄
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。
型
押
し
し
た
カ
ー
フ
の

⾰
バ
ン
ド
を
合
わ
せ
て
い
る
。

　
⽇
本
製
の
メ
カ
ニ
カ
ル
ウ

オ
ッ
チ（
機
械
式
時
計
）。
シ
ー

ス
ル
ー
バ
ッ
ク
仕
様
で
、
ロ
ー

タ
ー
や
て
ん
ぷ
が
動
く
様
⼦
を

ご
覧
い
た
だ
け
る
。「
繭
⾊
」

に
は
ミ
ラ
ー
仕
上
げ
の
、「
鈍

緋
⾊
」
に
は
ミ
ラ
ー
と
マ
ッ
ト

で
磨
き
分
け
た
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
た
仕
上
げ
の
針
を
使
⽤
す

る
こ
と
で
視
認
性
を
確
保
し
て

い
る
。
ま
た
10
気
圧
防
⽔
を
備

え
て
お
り
実
⽤
性
の
⾼
さ
も
魅

⼒
。
６
時
位
置
の
24
時
間
計
、

10
時
位
置
の
パ
ワ
ー
リ
ザ
ー
ブ

イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
が
機
能
的
で

あ
り
、
デ
ザ
イ
ン
の
ア
ク
セ
ン

ト
に
も
な
っ
て
い
る
。

「
シ
チ
ズ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」メ
カ
ニ
カ
ル

銀
箔
漆
文
字
板
の
機
械
式
時
計

１０月下旬発売

新
発
売
の
抗
ウ
イ
ル
ス
ス
プ
レ
ー
「
ナ
ノ
カ
シ
ー
ル
ド
」

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
に
は
国
内
外
か
ら
１
６
０
ブ
ラ
ン
ド
が

バ
ン
ビ
発
売

人
間
に
無
害
な
成
分
使
用

アルコールに弱い革製品の抗菌に最適

ナノカシールド

螺
鈿
蒔
絵
の
第
一
人
者
・
永
坂
景
子
氏
の
セ
ミ
ナ
ー
も

田
辺
あ
い
子
会
長
の
再
任
を
承
認

第
22
回
Ｇ
Ｉ
Ａ
―
Ａ
Ａ
Ｊ
総
会
終
わ
る

初
出
展
の
ｖ
ｉ
ｖ
ａ
ｎ
ｔ
担
当
者

「
大
手
百
貨
店
と
の
商
談
に
満
足
」

メ
ー
ジ
。
⾦
属
の
上
に
⽩
い
漆

を
塗
り
そ
こ
に
銀
箔
を
ま
ぶ
す

よ
う
に
載
せ
、
さ
ら
に
銀
箔
の

上
に
⽩
い
塗
装
を
重
ね
る
こ
と

で
、
表
情
豊
か
な
⽩
斑
（
し
ら

ふ
）
柄
に
仕
上
げ
て
い
る
。
き

め
細
か
で
美
し
い
つ
や
の
あ
る

コ
ー
ド
バ
ン
の
⾰
バ
ン
ド
を
合

わ
せ
て
い
る
。 

　
紅
葉
し
た
森
林
の
薄
暮
を
イ

１６０ブランドが集結し開催 東京渋谷ヒカリエ

ＰＲＯＪＥＣＴ ＴＯＫＹＯ
第
５
回ＰＲＯＪＥＣＴ ＴＯＫＹＯＰＲＯＪＥＣＴ ＴＯＫＹＯ第
５
回

　
シ
チ
ズ
ン
時
計
㈱
（
東
京
都

⻄
東
京
市
、
佐
藤
敏
彦
社
⻑
）

は
、『
シ
チ
ズ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
』
か
ら
、
銀
箔
と
漆
で
仕
上

げ
た
⽂
字
板
を
備
え
る
機
械
式

時
計
２
モ
デ
ル
【
希
望
⼩
売
価

格
14
万
３
０
０
０
円
、
13
万
２

０
０
０
円
】
を
10
⽉
下
旬
に
発

抗菌抗ウイルススプレー抗菌抗ウイルススプレー

『シチズンコレクション』「繭⾊（まゆいろ）」

銀
箔
漆
文
字
板
の
機
械
式
時
計
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おかち町
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最
近
、
ゴ
ル
フ
場
で
ア
マ
チ
ュ

ア
の
“
チ
ラ
見
ス
イ
ン
グ
”
を
よ

く
見
か
け
、
増
え
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

　
ラ
ウ
ン
ド
中
に
ク
ラ
ブ
が
ハ
ー

フ
ウ
エ
ー
バ
ッ
ク
に
上
が
る
と
、

シ
ャ
フ
ト
の
傾
き
や
手
首
の
形
に

ち
ら
ち
ら
と
視
線
を
送
り
、
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
ス

イ
ン
グ
し
て
い
る
の
で
す
。

　
レ
ッ
ス
ン
書
や
動
画
に
は
テ
ー

ク
バ
ッ
ク
始
動
か
ら
ハ
ー
フ
ウ

エ
ー
バ
ッ
ク
ま
で
の
手
や
ク
ラ
ブ

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
や
動
き
を
解
説
し

た
も
の
が
多
く
、
そ
ん
な
基
本
動

作
を
取
り
入
れ
よ
う
と
熱
心
な
ゴ

ル
フ
ァ
ー
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
練
習
場
で
も
飛
球

線
後
方
の
ガ
ラ
ス
窓
を
見
な
が

ら
、
シ
ャ
フ
ト
の
線
に
沿
っ
て
ク

ラ
ブ
を
上
げ
る
こ
と
に
夢
中
に

な
っ
て
、
腰
位
置
で
の
手
や
ク
ラ

ブ
の
動
き
ば
か
り
気
に
し
て
い
ま

す
。

　
そ
れ
が
ク
セ
に
な
っ

て
、
ラ
ウ
ン
ド
中
に
も

無
意
識
の
う
ち
に
出
て

し
ま
う
の
で
す
。

　
じ
つ
は
、
こ
の
“
チ

ラ
見
ス
イ
ン
グ
”
は
、

頭
が
初
め
か
ら
バ
ッ
ク

ス
イ
ン
グ
方
向
に
動
く

た
め
に
、
ボ
ー
ル
か
ら

目
を
離
れ
て
し
ま
う
か

ら
怖
い
の
で
す
。
上
体

を
揺
さ
ぶ
っ
て
背
骨
が

右
に
傾
い
て
し
ま
い
、

ス
イ
ン
グ
軸
が
右
サ
イ

ド
へ
ス
エ
ー
し
ま
す
。

す
る
と
上
体
や
肩
も
回

ら
ず
に
捻
転
不
足
に
な

り
、
ト
ッ
プ
か
ら
上
体

の
突
っ
込
み
、
あ
お
り

打
ち
、
上
体
の
伸
び
上

が
り
が
見
ら
れ
打
点
が

不
安
定
に
な
り
ま
す
。

　
ダ
フ
リ
、
ト
ッ
プ
、
引
っ
掛
け
、

ス
ラ
イ
ス
な
ど
あ
ら
ゆ
る
ミ
ス
が

起
き
ま
す
。
鋭
角
に
ク
ラ
ブ
が
下

り
て
く
る
の
で
振
り
切
り
も
悪
く

な
り
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ど
ん
な
に
正
し
い
ア
ド
レ
ス
を

し
て
も
、“
チ
ラ
見
ス
イ
ン
グ
”

で
は
イ
ン
パ
ク
ト
の
再
現
性
は
著

し
く
低
く
な
り
、
ボ
ー
ル
を
う
ま

く
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
な
に
よ
り
も
ス
イ
ン
グ
中
に

手
や
フ
ェ
ー
ス
の
向
き
を
確
認
す

よ
う
な
不
必
要
な
動
作
が
入
っ
て

し
ま
え
ば
、
肝
心
の
ボ
ー
ル
を
打

つ
と
い
う
意
識
が
薄
れ
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。

　
素
振
り
時
に
ハ
ー
フ
ウ
エ
イ

バ
ッ
ク
ま
で
ク
ラ
ブ
を
上
げ
た

ら
、
い
っ
た
ん
動
き
を
止
め
て
か

ら
確
認
す
る
の
な
ら
問
題
あ
り
ま

せ
ん
。

　
し
か
し
ス
イ
ン
グ
中
の
“
チ
ラ

見
”
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
で

す
。
す
で
に
変
な
ク
セ
が
つ
い
て

し
ま
っ
た
ら
、
ス
イ
ン
グ
体
力
を

つ
け
る
つ
も
り
で
、
打
ち
放
題
の

練
習
場
で
ボ
ー
ル
を
テ
ン
ポ
よ
く

打
ち
続
け
る
の
も
い
い
で
し
ょ

う
。
ハ
ー
フ
ウ
エ
ー
バ
ッ
ク
で
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
気
に
な
ら
な
く
な

れ
ば
、
毒
性
の
高
い
〝
チ
ラ
見
ス

イ
ン
グ
〟
を
矯
正
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

インパクトの再現性が低下

〒460-0011 名古屋市中区大須 2 丁目 26-2 TEL052-222-1305（FAX 兼用）

東
京
眼
鏡
卸
協
組
９
月
例
会
議
事
録

１
９
７
０
年
生
ま
れ
、東
京
都
出
身
。

16
歳
で
渡
米
し
て
江
連
忠
プ
ロ
と
出

会
い
、
試
合
を
転
戦
し
な
が
ら
ゴ
ル

フ
最
新
理
論
を
学
ぶ
。
96
年
日
本
プ

ロ
テ
ス
ト
合
格
。
多
く
の
プ
ロ
、
ア

マ
を
指
導
し
、レ
ッ
ス
ン
が
大
人
気
。

スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
小
野
寺
誠
の
極
意

㊿

〝
チ
ラ
見
ス
イ
ン
グ
〟
は

百
害
あ
っ
て
一
利
な
し

２１世紀の医療

健康の
　　知っ得

２１世紀の医療２１世紀の医療

健康の
　　知っ得
健康の
　　知っ得

裏
話

も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で
な
い
人
も
今

年
の
冬
は
高
血
圧
が
心
配
な
の
で

す
。

　
と
こ
ろ
が
高
血
圧
が
危
険
な
病

気
で
あ
る
、
と
お
話
し
し
て
も
ピ

ン
と
こ
な
い
人
が
い
ま
す
。

　
高
血
圧
が
引
き
起
こ
す
病
気
を

知
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　
主
な
も
の
を
並
べ
る
と
脳
出
血

や
脳
梗
塞
と
い
っ
た
脳
血
管
障

害
、
心
肥
大
や
狭
心
症
や
心
筋
梗

塞
と
い
っ
た
心
臓
の
病
気
、
血
液

中
の
老
廃
物
を
う
ま
く
こ
せ
な
く

な
っ
て
腎
機
能
が
悪
く
な
る
腎
臓

の
病
気
、
さ
ら
に
は
血
管
が
硬
く

な
る
動
脈
硬
化
の
病
気
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
突
然
死
に
直
結
す

る
恐
ろ
し
い
病
気
を
発
症
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
大
動
脈
解
離
と
呼
ば

れ
る
病
気
が
あ
り
ま
す
。
心
臓
か

ら
全
身
に
血
液
を
送
る
最
も
太
い

動
脈
で
あ
る
大
動
脈
の
血
管
壁
に

血
液
が
流
れ
込
み
、
外
膜
・
中
膜
・

内
膜
の
３
層
に
な
っ
て
い
る
大
動

脈
壁
の
内
膜
に
亀
裂
が
入
っ
て
中

膜
が
急
激
に
裂
け
て
い
く
病
気
で

す
。
こ
の
病
気
に
は
ゆ
っ
く
り
進

行
し
て
い
く
も
の
と
慢
性
の
も
の

の
２
種
類
あ
り
ま
す
。

　
急
性
大
動
脈
解
離
は
あ
っ
と
い

う
間
に
病
状
が
進
み
、
突
然
死
す

る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

大
動
脈
か
ら
は
脳
や
心
臓
、
そ
し

て
全
身
の
臓
器
へ
向
か
う
動
脈
が

分
岐
し
て
い
る
た
め
、
血
管
壁
が

解
離
し
て
そ
の
先
に
行
く
べ
き
血

流
が
途
絶
え
る
と
、
脳
梗
塞
や
心

筋
梗
塞
な
ど
を
起
こ
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　
そ
の
な
か
に
は
解
離
し
て
薄
く

な
っ
た
血
管
壁
か
ら
血
液
が
染
み

出
す
よ
う
に
出
血
し
て
心
臓
を

覆
っ
て
い
る
心
嚢
と
呼
ば
れ
る
袋

に
血
液
が
た
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
「
心
タ
ン
ポ
ナ
ー

ゼ
」
と
呼
ば
れ
る
病
気
で
す
。
心

嚢
に
は
心
嚢
液
が
あ
っ
て
、
心
臓

の
拡
張
や
収
縮
の
た
め
の
潤
滑
油

に
な
っ
た
り
、
外
部
か
ら
の
衝
撃

を
和
ら
げ
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
う

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
血
液
が
流
れ
込
み
心
嚢
液
が
大

量
に
貯
蓄
す
る
と
、
心
臓
の
動
き

が
悪
く
な
り
、
心
臓
か
ら
出
て
い

く
血
液
が
減
っ
て
シ
ョ
ッ
ク
状
態

に
な
る
の
で
す
。
こ
れ
も
ま
た
突

然
死
に
な
る
可
能
性
が
高
い
病
気

で
す
。

　
高
血
圧
を
避
け
る
に
は
塩
分
を

控
え
て
毎
日
少
し
で
も
運
動
を
す

る
こ
と
で
す
。
そ
の
う
え
で
、
起

床
後
１
時
間
以
内
の
排
尿
す
る
前

か
、
就
寝
前
に
血
圧
を
計
る
の
が

良
い
で
し
ょ
う
。

　
変
化
が
続
く
よ
う
な
ら
お
医
者

さ
ん
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

（
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
滝
川

七
海
男
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
流
行
か
ら

１
年
半
。
不
要
不
急
の
外
出
を
避

け
、
巣
籠
り
生
活
を
続
け
て
来
た

人
が
こ
の
先
気
を
つ
け
た
い
の
は

高
血
圧
で
す
。

　
血
管
が
弛
緩
す
る
夏
は
年
間
を

通
し
て
も
っ
と
も
血
圧
が
低
く
、

血
管
が
緊
張
す
る
冬
は
最
も
低

い
。そ
の
差
は
人
に
よ
り
ま
す
が
、

10
～30m

m
Hg

と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
血
圧
を
安
定
さ
せ
る
に
は
柔
軟

な
血
管
を
持
つ
こ
と
で
す
。
全
身

に
血
液
を
送
り
出
す
の
は
ポ
ン
プ

の
働
き
を
す
る
心
臓
だ
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
の
力
で
は
全

身
で
10
万
キ
ロ
と
い
わ
れ
る
血
管

を
巡
り
、
血
液
を
戻
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
血
管
が
収
縮
し
、
血

管
の
太
さ
を
変
え
る
こ
と
で
血
流

と
血
圧
を
維
持
し
て
い
る
の
で

す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
血
圧
が
高
い
人

は
普
段
か
ら
運
動
す
る
こ
と
で
血

管
の
収
縮
性
を
鍛
え
る
こ
と
が
大

切
な
の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
多
く
の
人
は
そ
れ
が
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
人
の
体
は
使
わ
な

け
れ
ば
す
ぐ
に
退
化
し
て
し
ま
い

ま
す
。
で
す
か
ら
高
血
圧
の
人
は

高
血
圧
は
な
ぜ
怖
い

傘一刀

２
０
１
１
年
３
月
の
回
顧
メ
モ
か
ら

止
の
徹
底
を
図
る
た
め
に
も
、

同
制
度
の
利
用
が
役
に
立
つ
と

考
え
ら
れ
る
。

　
実
施
要
項
の
詳
細
は
同
連

合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（htt

ps://www.jfftc.org

）
に
記

載
さ
れ
て
い
る
。
同
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
受
験
の
申
込
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
関
心

の
あ
る
方
は
申
し
込
み
手
続
き

を
。

　
試
験
の
日
程
等
は
次
の
と
お

り
。

１
　
受
験
申
込
の
期
間
：
令
和

３
年
９
月
10
日
～
11
月
10
日

【
同
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
込
可
能
】

２
　
試
験
の
実
施
期
間
：
令
和

３
年
11
月
24
日
～
12
月
８
日

３
　
受
験
地
：
全
国
47
都
道
府

県
の
主
要
都
市
約
２
０
０
カ
所

（
試
験
実
施
期
間
中
に
都
合
の

つ
く
場
所
、
時
間
帯
で
受
験
が

可
能
）

４
　
試
験
問
題
数
：
４
者
択
一

方
式
50
問
（
１
０
０
点
満
点
）

５
　
受
験
料
：
一
人
８
８
０
０

円
（
税
込
）

６
　
合
格
水
準
：
80
点
以
上

【
80
～
89
点
：
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

ク
ラ
ス
、
90
点
～
：
ア
ド
バ
ン

ス
ク
ラ
ス
】

７
　
合
格
証
：
６
に
記
載
の
ク

ラ
ス
に
応
じ
て
合
格
証
を
交
付

８
　
合
格
証
の
更
新
：
有
効
期

間
は
３
年
間
。
更
新
を
希
望
す

る
場
合
は
研
修
の
受
講
が
必
要

試
験
内
容
に
関
す
る
お
問
合
せ

先
：（
一
社
）
全
国
公
正
取
引

協
議
会
連
合
会
　
☎
０
３
―

３
５
６
８
―
２
０
２
０
（
平
日

10
時
～
16
時
）

受
験
手
続
に
関
す
る
お
問
合

せ
先
：
受
験
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
　
☎
０
３
―
５
２
０
９
―

０
５
５
３
（
９
時
30
分
～
17
時

30
分
（
年
末
年
始
は
除
く
））

　
わ
が
国
の
元
気
な
工
場
、
元
気

な
商
店
や
地
域
等
々
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
は
熱
心
に
報
道
し
て
い
る

が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
５
期
ぶ
り
に
マ
イ

ナ
ス
成
長
、
２
位
の
地
位
を
中
国

に
譲
っ
た
も
の
の
、
輸
出
中
心
に

回
復
な
る
か
の
段
階
と
い
う
。
し

か
し
そ
れ
以
上
に
閉
塞
感
が
元
気

の
良
い
部
分
を
覆
っ
て
い
る
感
じ

だ
。

　
さ
て
、
眼
鏡
業
界
は
ど
う
か
。

１
月
24
日
、
業
界
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
団
体
の
眼
鏡
記
者
会
主
催
に
よ

る
新
年
賀
詞
交
歓
会
で
、「
レ
ン

ズ
０
円
問
題
に
見
る
業
界
の
閉
塞

感
を
洗
う
」
を
テ
ー
マ
に
業
界
紙

誌
記
者
に
よ
る
放
談
会
が
開
か
れ

た
。

　
眼
鏡
業
界
の
抱
え
る
諸
問
題

は
「
レ
ン
ズ
０
円
」
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
こ
の
表
示
は
良
く
な

い
、
あ
る
い
は
嫌
悪
感
な
ど
は
共

有
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
眼
鏡
と

は
レ
ン
ズ
と
フ
レ
ー
ム
の
単
体
だ

け
で
は
な
い
、
と
分
か
っ
て
い
な

が
ら
眼
鏡
を
形
成
す
る
付
加
価
値

と
は
何
か
、
消
費
者
は
こ
の
付
加

価
値
を
ど
う
見
て
い
る
か
、
消
費

者
は
そ
れ
を
分
か
っ
て
い
る
、
な

ど
と
信
じ
る
一
方
、
技
術
を
無
視

す
る
よ
う
な
デ
フ
レ
商
法
が
、
消

費
者
に
支
持
さ
れ
て
い
る
か
の
よ

う
に
幅
を
利
か
す
現
状
。
ど
う
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
い
ら
だ
た
し

さ
に
、
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
国
家

資
格
制
度
と
い
う
と
こ
ろ
へ
落
ち

込
む
閉
塞
感
。

　
業
界
の
現
状
を
憂
い
、
健
全
な

業
界
に
向
け
何
と
か
し
よ
う
と
努

力
し
て
い
る
人
達
や
団
体
の
あ
る

一
方
で
、
大
半
の
80
％
の
人
達
や

企
業
は
わ
れ
関
せ
ず
の
現
状
。
30

年
前
ま
で
は
こ
れ
が
逆
だ
っ
た
。

つ
ま
り
80
％
は
業
界
の
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
だ
っ
た
。
こ
れ
が
海
外
か
ら

の
安
価
な
商
品
の
流
入
に
よ
る
市

場
の
変
化
と
と
も
に
業
界
構
造
も

変
わ
り
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
サ
イ

ダ
ー
は
年
々
減
少
し
、
現
在
で
は

20
％
以
下
に
減
少
し
た
と
言
わ
れ

る
。
こ
れ
も
ね
じ
れ
現
象
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

　
こ
う
し
た
ね
じ
れ
下
で
業
界
は

資
格
制
度
の
法
制
化
に
向
け
動
き

出
し
て
い
る
。
し
か
し
業
界
の
中

に
わ
れ
関
せ
ず
が
80
％
に
な
る
状

況
は
、
そ
の
推
進
の
難
し
さ
を
伺

わ
せ
る
。
そ
こ
で
推
進
の
中
心
的

存
在
で
あ
る
（
社
）
日
本
眼
鏡
技

術
者
協
会
は
、
業
界
ぐ
る
み
で
実

現
す
べ
く
眼
鏡
士
国
家
資
格
推
進

機
構
（
仮
称
）
を
設
立
し
、
そ
の

参
加
を
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
に
も
呼

び
か
け
る
と
い
う
。
健
全
な
業
界

へ
努
力
し
よ
う
に
も
、
無
関
心
が

圧
倒
的
で
は
動
き
が
取
れ
な
い
閉

塞
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
理
に
叶
う

こ
と
で
も
あ
る
。

　
消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
概
ね

資
格
制
度
を
是
と
す
る
デ
ー
タ
が

多
い
よ
う
だ
が
、
資
格
制
度
の
法

制
化
は
既
得
権
や
生
活
権
に
関
わ

る
問
題
で
も
あ
り
、
ま
た
、
現
在

の
認
定
眼
鏡
士
制
度
を
軸
と
す
る

法
的
資
格
制
度
は
、
店
も
規
制
対

象
と
す
る
業
務
独
占
が
目
的
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
80
％
の
方
々
は

ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
。
せ
め
て

80
％
の
内
の
上
位
20
社
ぐ
ら
い
は

ど
の
よ
う
な
考
え
か
を
把
握
す
べ

く
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
ら
ど
う

か
。
そ
の
上
で
の
対
応
も
必
要
で

は
あ
る
ま
い
か
。

　
二
重
価
格
の
温
床
と
な
っ
て
い

た
メ
ー
カ
ー
が
一
律
に
作
る
レ
ン

ズ
小
売
価
格
表
が
無
く
な
っ
た
と

思
っ
た
ら
、
こ
ん
ど
は
「
レ
ン
ズ

０
円
」
問
題
の
閉
塞
感
を
論
じ
る

最
中
、
眼
鏡
公
正
取
引
協
議
会
か

ら
、
フ
レ
ー
ム
の
参
考
小
売
価
格

及
び
希
望
小
売
価
格
に
関
す
る
実

態
調
査
が
発
表
さ

れ
た
。

　
調
査
対
象
は

メ
ー
カ
ー
商
社
な
ど
１
４
０
社
中

71
・
４
％
が
回
答
し
た
。
こ
の
な

か
で
、
設
定
し
て
い
る
社
は
74
％

に
上
っ
た
。
主
な
内
容
は
「
販
売

店
か
ら
要
求
が
あ
る
か
ら
」「
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
保
持
す
る
た

め
」
な
ど
で
半
数
以
上
占
め
て
い

る
。
ブ
ラ
ン
ド
や
メ
ー
カ
ー
の
信

用
力
の
陰
で
、
二
重
価
格
の
温
床

に
な
り
か
ね
な
い
今
回
の
調
査
結

果
は
、
眼
鏡
店
で
作
る
め
が
ね
の

価
値
と
は
何
か
を
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
、
同
時
に
閉
塞
感
を
感
じ

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　（
一
社
）
全
国
公
正
取
引
協

議
会
連
合
会
に
お
い
て
、
今
年

秋
か
ら
、景
品
表
示
法
（
以
下
、

景
表
法
）
検
定
試
験
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
こ

の
ほ
ど
、
同
試
験
の
実
施
要
項

が
決
定
し
た
。

　
同
試
験
は
景
表
法
違
反
行
為

の
未
然
防
止
の
観
点
か
ら
、
消

費
者
庁
の
後
援
を
得
て
実
施
す

る
も
の
で
あ
り
、
同
試
験
合
格

者
は
景
表
法
に
つ
い
て
一
定
の

知
識
を
有
す
る
者
と
し
て
社
内

に
お
い
て
景
表
法
関
係
部
署
に

配
属
さ
れ
、
違
反
行
為
の
未
然

防
止
の
た
め
の
職
務
を
行
う
適

任
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
ま
た
公
正
取
引

協
議
会
の
会
員
事
業
者
に
お
い

て
は
、
参
加
す
る
公
正
取
引
協

議
会
の
研
修
事
業
を
活
用
さ
れ

る
な
ど
公
正
競
争
規
約
の
遵
守

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
さ
ら
に
一
層
の
未
然
防

　
日
本
眼
鏡
学
会
（
魚
里
博
理

事
長
）
は
「
第
25
回
オ
ー
プ
ン

セ
ミ
ナ
ー
」
を
、
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
会

期
２
日
目
の
10
月
19
日
に
東
京

都
江
東
区
有
明
３
丁
目
６
―
11

の
Ｔ
Ｆ
Ｔ
ビ
ル
９
階
（
９
０
６

号
）
で
開
催
す
る
。

　【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
こ
れ
か
ら

の
眼
鏡
作
製
」

　
午
後
１
時
30
分
～
同
40
分

　「
こ
れ
か
ら
の
眼
鏡
作
製
」

日
本
眼
鏡
学
会
眼
鏡
調
製
・
機

器
部
会
部
会
長
・
木
方
伸
一
郎

　
午
後
１
時
40
分
～
２
時
25
分

　「
こ
れ
か
ら
の
眼
鏡
作
成
の

進
歩
に
資
す
る
視
機
能
検
査
」

講
師
：
半
田
知
也 

（
北
里
大
学

医
療
衛
生
学
部
視
覚
機
能
療
法

学
教
授
）

　
午
後
２
時
45
分
～
３
時
10
分

　「
こ
れ
か
ら
の
視
力
の
測
定
」

講
師
：
鈴
木
英
晴
（
㈱
ト
プ
コ

ン 

ア
イ
ケ
ア
事
業
推
進
部
グ

ロ
ー
バ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ト
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
）：
長
戸
栄
卓
（
東

京
眼
鏡
専
門
学
校
主
任
講
師
）

　
午
後
３
時
20
分
～
４
時
５
分

　「
こ
れ
か
ら
の
眼
鏡
調
整
の

た
め
の
デ
バ
イ
ス
」
講
師
：
吉

原
智
（
キ
ク
チ
眼
鏡
専
門
学
校

准
教
授
）

　
午
後
４
時
５
分
～
４
時
50
分

　「
こ
れ
か
ら
の
枠
入
れ
加
工

と
ひ
ず
み
低
減
技
術
」
講
師
：

武
市
教
児(

㈱
ニ
デ
ッ
ク
ア
イ

ケ
ア
事
業
部
製
品
戦
略
室
プ
ロ

ダ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー)

　
午
後
４
時
50
分
、
閉
会
の
あ

い
さ
つ
、
日
本
眼
鏡
学
会
理
事

長
・
魚
里
博

　
■
受
講
料
：
一
般
受
講
者
は

６
０
０
０
円
。
日
本
眼
鏡
学
会

会
員
は
２
０
０
０
円
（
※
賛
助

会
員
は
３
人
ま
で
無
料
）。 

　
※
受
講
料
は
、
当
日
受
付
で

支
払
い
。

　
※
同
セ
ミ
ナ
ー
は
（
公
社
）

日
本
眼
鏡
技
術
者
協
会
の
生
涯

教
育
認
定
講
習
会
と
な
っ
て
い

る
。

　
取
得
単
位
は
１
単
位
。
同
協

会
の
受
講
証
の
発
行
を
希
望
す

る
受
講
者
は
、
当
日
セ
ミ
ナ
ー

終
了
後
に
お
渡
し
す
る
。

　
※
受
講
申
込
み
は
、
会
員
、

一
般
受
講
者
と
も
所
定
の
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
学

会
事
務
局
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込

む
。
学
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
の
申
込
み

も
受
け
付
け
て
い
る
。
申
込
み

後
、
事
務
局
よ
り
受
講
受
付
票

（
ハ
ガ
キ
）
を
送
付
す
る
。

　
日
本
眼
鏡
学
会
事
務
局
＝
〒

１
１
０
―
０
０
１
６
東
京
都
台

東
区
台
東
１
―
８
―
７
眼
鏡
光

学
出
版
㈱
内
☎
０
３
―
５
８
１

８
―
１
０
５
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３

―
５
８
１
８
―
１
８
７
０
、

Ｅ
メ
ー
ル
＝office@jaoos.

com

、
学
会
オ
ー
プ
ン
セ
ミ

ナ
ー
の
専
用
Ｈ
Ｐ
＝https://

jaoos.com
/opensem

ina.
htm

l

　
定
刻
前
に
、
月
例
会
全
般
委
員

長
の
滝
本
監
事
司
会
席
に
つ
き
あ

い
さ
つ
の
後
、
９
月
例
会
の
開
会

を
宣
し
、
本
日
よ
り
、
株
式
会
社

ク
リ
ア
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
本
谷
創
太

氏
が
月
例
会
に
出
席
さ
れ
る
旨
紹

介
し
、
同
氏
よ
り
あ
い
さ
つ
を
頂

戴
し
た
後
、
直
ち
に
議
案
別
の
審

議
に
入
っ
た

 

第
１
号
議
案 

所
管
事
項
の
協
議

及
び
報
告
の
件

　
１
．
蟹
江
理
事
長
あ
い
さ
つ
並

び
に
月
次
報
告
、
他

　
７
月
２
日
当
組
合
に
於
い
て
開

催
し
た
７
月
例
会
以
後
今
日
ま
で

の
国
の
動
き
、
業
界
の
動
き
、
当

組
合
の
動
き
な
ど
を
述
べ
た
後
、

下
記
４
点
に
つ
い
て
説
明
（
あ
る

い
は
報
告
）
し
た
。

　
①
眼
鏡
公
正
取
引
協
議
会 

第

２
回
理
事
会
及
び
第
35
回
通
常
総

会
の
報
告

　
７
月
12
日
中
央
区
日
本
橋
「
油

脂
工
業
会
館
」
に
於
い
て
執
り
行

わ
れ
た
眼
鏡
公
正
取
引
協
議
会
の

第
２
回
理
事
会
及
び
第
35
回
通
常

総
会
は
、
日
本
眼
鏡
卸
組
合
連
合

会
よ
り
小
永
会
長
を
は
じ
め
、
蟹

江
理
事
長
も
所
用
に
よ
り
出
席
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

代
わ
っ
て
当
組
合
事
務
局
の
髙
津

が
リ
モ
ー
ト
参
加
し
た
旨
報
告
し

た
後
、
最
後
に
当
日
の
状
況
を
報

告
さ
せ
た
。

　
②
第
34
回
国
際
メ
ガ
ネ
展 

Ｉ

Ｏ
Ｆ
Ｔ
２
０
２
１
記
者
発
表
会
の

報
告

　
７
月
30
日
千
代
田
区
神
田
美
土

代
町
「
ベ
ル
サ
ー
ル
神
田
」
に
於

い
て
予
定
さ
れ
て
い
た
第
34
回
国

際
メ
ガ
ネ
展
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
２
０
２
１

記
者
発
表
会
は
、
当
初
主
催
者
及

び
協
力
団
体
代
表
者
が
対
応
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
時
点

で
日
本
眼
鏡
卸
組
合
連
合
会
の
小

永
会
長
は
所
用
に
よ
り
出
席
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
蟹

江
理
事
長
が
代
理
出
席
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
急
き
ょ
主
催
者
の
み

で
対
応
さ
れ
た
旨
報
告
し
た
。

　
③
コ
ロ
ナ
見
舞
金
実
施
の
報
告

　
１
年
半
以
上
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
っ
て
大
変
大
き
な
影

響
を
受
け
続
け
て
い
る
状
況
を
鑑

み
、
令
和
３
年
度
中
に
組
合
と
し

て
全
組
合
員
へ
一
律
コ
ロ
ナ
見
舞

金
を
送
金
し
た
旨
報
告
し
た
。

　
④
令
和
３
年
度
（
第
71
期
）
決

算
見
込
み
に
つ
い
て
、
他

　
７
月
例
会
の
席
上
、
令
和
３
年

度
（
第
71
期
）
決
算
見
込
み
に
つ

い
て
は
説
明
し
た
が
、
そ
れ
以
後

の
状
況
な
ど
を
加
味
し
て
補
足
説

明
し
た
。

　
２
．
２
０
２
２
年
ワ
ー
ル
ド
オ

プ
チ
カ
ル
フ
ェ
ア
の
件
（
齊
藤
常

務
理
事
）

　
本
日
、
来
春
下
記
の
と
お
り
開

催
す
る
“
２
０
２
２
年
ワ
ー
ル
ド

オ
プ
チ
カ
ル
フ
ェ
ア
”
第
１
回
展

示
会
委
員
会
を
開
催
し
、
同
展
出

展
依
頼
書
の
製
作
な
ど
を
協
議
検

討
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
旨
説

明
し
た
。

　
時
）
令
和
４
年
４
月
５
日
～
６

日
　
　
　
　

　
４
日
は
終
日
準
備
日

　
於
）「
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ

ン
タ
ー
（
浜
松
町
館
）」
３
階
、

４
階

　
港
区
海
岸
「
東
京
ポ
ー
ト
シ

テ
ィ
竹
芝
」
オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
内

　
３
．
第
53
回
永
年
勤
続
従
業
員

表
彰
の
件

　
事
務
局
（
髙
津
）
よ
り
、
福
利

厚
生
部
か
ら
の
ご
案
内
と
し
て
、

第
53
回
永
年
勤
続
従
業
員
表
彰
に

つ
い
て
、

　
表
彰
規
定
を
簡
潔
に
説
明
し
、

組
合
員
各
事
業
所
に
当
該
す
る
従

業
員
が
従
事
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
締
め
切
り
日
厳
守
に
て
当
組

合
あ
て
推
薦
書
を
提
出
し
て
ほ
し

い
旨
説
明
し
た
。

　
４
．
月
例
会
全
般
委
員
会
か
ら

の
ご
案
内
（
滝
本
監
事
）

　
月
例
会
全
般
委
員
会
か
ら
の
ご

案
内
と
し
て
、令
和
３
年
度
中（
令

和
２
年
９
月
～
翌
３
年
８
月
）
に

開
催
し
た
月
例
会
全
９
回
の
平
均

出
席
率
は
、
67
・
31
％
と
な
っ
た

旨
報
告
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
下
記
の
と
お
り
月

例
会
皆
勤
者
及
び
精
勤
者
が
確
定

し
、
11
月
２
日
当
組
合
に
於
い
て

予
定
し
て
い
る
11
月
例
会
の
席
上

執
り
行
う
“
令
和
３
年
度
組
合
表

彰
式
”
に
於
い
て
表
彰
す
る
旨
あ

わ
せ
て
説
明
し
た
。

　
＊
月
例
会
皆
勤
者
・
中
山
　
英

俊
氏
（
㈱
中
山
眼
鏡
・
木
村
　
雄

二
氏
（
㈱
二
橋
）・
藪
下
守
氏
（
㈱

ヤ
ブ
シ
タ
）

　
＊
月
例
会
精
勤
者
・
岩
田
　
俊

二
氏
（
㈲
眕
透
メ
ガ
ネ
）・
關
義

昭
氏
（
関
眼
鏡
㈱
）・
吉
田
茂
憲

氏
（
吉
田
憲
二
商
店
）

　
５
．
教
育
情
報
部
か
ら
の
ご
案

内
（
滝
本
監
事
）

　
過
去
１
カ
月
に
わ
た
り
収
集
さ

れ
た
眼
鏡
関
連
記
事
な
ど
を
提
示

し
て
簡
潔
に
説
明
し
た
。

　
６
．
情
報
交
換
、
他

脳
卒
中
、大
動
脈
解
離
な
ど
突
然
死
の
原
因
!!

「
レ
ン
ズ
０
円
問
題
」に
見
る
業
界
の
閉
塞
感

月例会皆勤者
精勤者を表彰

実
施
要
項
を
発
表
全
国
公
正
取
引

協
議
会
連
合
会

Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
会
期
２
日
目

10
月
19
日
開
催

検
定
試
験

景
品
表
示
法

眼
鏡
学
会 第２５回オープンセミナー

これからの眼鏡作製

巣ごもり生活２年目の冬
だからこそ気をつけたい
巣ごもり生活２年目の冬
だからこそ気をつけたい

景
品
表
示
法

景
品
表
示
法

申
し
込
み
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で



第２４６０号 令和３年（２０２１年）９月２０日 （４）（第三種郵便物認可）

　
一
つ
目
は
国
内
の
有
力
小
売

店
と
の
提
携
強
化
だ
。

　
こ
れ
ま
で
も
展
示
会
事
務
局

が
大
型
宝
飾
展
で
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
役
を
担
う
よ
う
な
国
内
の
有

力
小
売
店
や
仕
入
れ
の
キ
ー
マ

　
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
で

10
月
27
日
（
水
）
～
29
日
（
金
）
の
日
程
で
開

催
さ
れ
る
「
第
９
回
国
際
宝
飾
展
秋
」（
通
称
・

秋
の
Ｉ
Ｊ
Ｔ
、
主
催
社
Ｒ
Ｘ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
、
以

下
Ｒ
Ｘ
ジ
ャ
パ
ン
）
へ
の
出
展
の
問
い
合
せ
が

引
き
も
切
ら
な
い
と
い
う
。
出
展
社
数
は
既
に

昨
年
の
２
４
０
社
を
大
き
く
上
回
る
３
０
０
社

近
く
に
達
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
が
、
出
展
社

の
強
い
希
望
で
現
在
も
出
展
申
込
を
受
け
付
け

て
お
り
、
最
終
的
に
は
３
０
０
社
を
超
え
る
も

よ
う
だ
。
な
ぜ
、
秋
の
Ｉ
Ｊ
Ｔ
は
新
型
コ
ロ
ナ

禍
で
も
人
気
な
の
か
？

　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
４
回
続
け
て
大
規
模

宝
飾
展
を
成
功
さ
せ
た
実
績
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、同
社
が
掲
げ
る
「
出
展
社
の
利
益
ア
ッ
プ
」

「
期
待
を
超
え
る
展
示
会
創
り
」
の
た
め
の
斬

新
な
企
画
が
人
気
の
秘
密
だ
。
今
回
も
こ
れ
ま

で
に
な
い
３
つ
の
企
画
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
今
年
も
恒
例
の
梶
光
夫
オ
リ
ジ
ナ

ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー
が
発
売

に
な
っ
た
。

　
２
０
２
２
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、

梶
光
夫
の
創
作
ポ
リ
シ
ー
“
永
遠
に

輝
き
続
け
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
”
を
テ
ー

マ
に
、
梶
光
夫
の
感
性
の
結
晶
と
い

う
べ
く
華
麗
な
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
世
界

を
表
現
し
た
。

　
人
間
の
手
が
創
り
出
し
た
宝
石
と

い
わ
れ
る
普
遍
的
な
美
し
さ
を
も
つ

エ
マ
ー
ユ
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
魅
力
的
な

作
品
を
中
心
に
、
世
界
的
に
稀
少
な

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
使
用
し
た
最
上
級

の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ジ
ュ
エ
リ
ー
や
神

秘
と
ア
ー
ト
が
融
合
し
た
ス
カ
ル

ジ
ュ
エ
リ
ー
、
ユ
ニ
ー
ク
で
愛
ら
し

い
ア
ニ
マ
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
な
ど
、
月

ご
と
に
展
開
さ
れ
る
魅
惑
的
な
ジ
ュ

エ
リ
ー
の
世
界
を
楽
し
め
る
カ
レ
ン

ダ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
２
０
２
２
年
の
カ
レ
ン

ダ
ー
も
壁
掛
け
カ
レ
ン
ダ
ー
と
卓
上

カ
レ
ン
ダ
ー
の
２
種
で
展
開
し
て
い

る
。
壁
掛
け
は
豪
華
な
表
紙
含
む
13

枚
組
の
大
判
、
人
気
の
卓
上
は
ス
タ

イ
リ
ッ
シ
ュ
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
デ
ザ

イ
ン
の
カ
レ
ン
ダ
ー
。

　
お
客
様
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
販
促

な
ど
に
是
非
ご
活
用
を
。

　
●
価
格
　

壁
掛
カ
レ
ン
ダ
ー
…
…
…
７
８
０
円 

（
税
抜
）

卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
…
…
…
５
５
０
円

（
税
抜
）

　
●
注
文
部
数
は
50
部
か
ら
と
な
る

（
送
料
込
）

　
●
貴
店
名
を
印
刷
で
き
る

　【
問
い
合
わ
せ
先
】

　《
販
売
元
》集
光
印
刷
㈲
〒
１
１
６

―
０
０
１
４
荒
川
区
東
日
暮
里
４

―
28
―
４
☎
０
３
―
３
８
０
６
―

５
６
７
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
―
３
８
０
３

―
０
６
３
８

薦
さ
れ
た
１
０
０
人
も
特
別
招

待
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
都
三
県
の
特
別
招
待
者
は

２
０
０
０
円
の
ギ
フ
ト
券
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。

　
一
都
三
県
以
外
の
特
別
招
待

者
は
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
近
く
で

の
１
～
２
泊
の
宿
泊
費
を
事
務

局
が
負
担
す
る
。
な
お
、
ど
ち

ら
も
セ
ミ
ナ
ー
の
優
先
聴
講
が

可
能
と
な
る
。

　
二
つ
目
は
加
工
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
だ
。

　
こ
れ
ま
で
の
宝
飾
展
と
い
え

ば
、
完
成
品
の
売
買
が
中
心

だ
っ
た
。
最
近
は
、
そ
れ
に
加

え
て
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
求

め
る
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
対

応
の
た
め
、
素
材
の
買
い
付
け

を
行
う
バ
イ
ヤ
ー
が
年
々
増
加

し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
今
回
の
Ｉ
Ｊ

Ｔ
で
は
多
数
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
来
場
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
百

貨
店
や
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
少
な
か

ら
ぬ
売
上
を
誇
り
、
Ｉ
Ｊ
Ｔ
を

絶
好
の
素
材
買
い
付
け
の
場
と

捉
え
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
買
い
付
け
た
素
材

を
そ
の
場
で
加
工
で
き
る
よ
う

専
用
カ
ウ
ン
タ
ー
を
用
意
し
、

加
工
サ
ー
ビ
ス
会
社
を
募
っ
て

い
る
と
い
う
。
現
在
は
実
現
に

向
け
て
詰
め
の
作
業
を
行
っ
て

い
る
段
階
だ
が
、
宝
飾
業
界
を

盛
り
上
げ
る
た
め
に
是
非
、
成

功
し
て
欲
し
い
企
画
だ
。

　
三
つ
目
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
バ
イ

ヤ
ー
の
質
の
向
上
と
多
様
性
の

強
化
。

　
こ
れ
ま
で
は
中
国
本
土
の
顧

客
に
向
け
て
取
引
を
し
て
い
る

在
日
中
国
人
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
バ

イ
ヤ
ー
の
数
を
増
や
す
こ
と
に

腐
心
し
て
き
た
が
、
今
回
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
含
め
て
招

待
者
を
１
０
０
人
に
厳
選
。
出

展
社
の
売
上
が
よ
り
効
率
的
に

ア
ッ
プ
す
る
よ
う
に
し
た
。
そ

の
一
方
で
、
在
日
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
バ
イ
ヤ
ー
50
人
を
招
待
し
て

バ
イ
ヤ
ー
の
多
様
性
を
追
及
す

る
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
神
戸

の
Ｉ
Ｊ
Ｔ
で
好
評
だ
っ
た
ソ
ー

シ
ャ
ル
バ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
“
延

長
戦
”
も
行
う
。

　
43
万
点
の
宝
飾
商
材
が
一
堂

に
集
ま
り
、
国
内
有
力
小
売
か

ら
新
Ｂ
ま
で
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
を

刺
激
す
る
新
企
画
続
出
の
秋
の

Ｉ
Ｊ
Ｔ
。
参
加
し
な
け
れ
ば
実

り
の
秋
は
迎
え
ら
れ
な
い
。

■
初
の
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に
30
ブ
ラ
ン
ド

　
第
１
の
ポ
イ
ン
ト
は
新
た
な
企

画
と
し
て
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル 

ア

イ
ウ
ェ
ア
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
だ
。

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
は
、「susta

in

（
持
続
す
る
）」
と
「able

（
〜

で
き
る
）」か
ら
な
る
言
葉
。「
持
続

可
能
な
」「
ず
っ
と
続
け
て
い
け

る
」
と
い
う
意
味
。
つ
ま
り
、「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
」と
は「
持
続

可
能
な
社
会
」
の
こ
と
で
、
そ
れ

は
、
地
球
の
環
境
を
壊
さ
ず
、
資

源
も
使
い
す
ぎ
ず
、
未
来
の
世
代

も
美
し
い
地
球
で

平
和
に
豊
か
に
、

ず
っ
と
生
活
を
し

続
け
て
い
け
る
社
会
を
指
す
。

　
今
回
の
「 

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル 

ア

イ
ウ
ェ
ア
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で

は
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
素
材
を
使

用
し
た
フ
レ
ー
ム
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
基
づ
き
考
え
ら
れ
た
ア
イ
ウ
エ

ア
」「
環
境
に
配
慮
し
た
製
造
工

程
に
よ
る
製
品
」
な
ど
、
今
注
目

と
な
っ
て
い
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に

関
連
し
た
30
ブ
ラ
ン
ド
が
出
展
さ

れ
る
。

■
今
を
感
じ
、
未
来
を
見
通
せ
る

魅
力
あ
る
27
セ
ミ
ナ
ー

　
第
２
の
ポ
イ
ン
ト
は
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ

で
し
か
聞
け
な
い
、
旬
の
セ
ミ

ナ
ー
が
開
か
れ
る
こ
と
。

　「
２
年
連
続
で
眼
鏡
店
世
界
一

に
選
ば
れ
た
グ
ロ
ー
ブ
ス
ベ
ッ
ク

ス
が
や
っ
て
き
た
こ
と
」（
同
社

代
表
取
締
役
・
岡
田
哲
哉
氏
）、

「
＠
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
が
考
え
る
小
売

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
顧
客
体
験
づ
く
り
」

（
㈱
ア
イ
ス
タ
イ
ル
リ
テ
ー
ル
代

表
取
締
役
社
長
・
遠
藤
宗
氏
）、

「
コ
ロ
ナ
で
も
売
上
拡
大
！
メ
ガ

ネ
ス
ー
パ
ー
の
Ｅ
Ｃ
事
業
成
功
の

秘
訣
」（
㈱
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
デ
ジ
タ
ル
エ
ク
ス

ペ
リ
エ
ン
ス
事
業
本
部
本
部
長
補

佐
・
彦
坂
祐
次
氏
）、「
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｓ

が
目
指
す
Ｄ
Ｘ
、
そ
の
先
の
次
世

代
型
顧
客
体
験
と
は
」（
㈱
ジ
ン

ズ
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｏ
Ｍ
Ｏ
戦
略
本
部

本
部
長
・
向
殿
文
雄
氏
）、「
富
士

メ
ガ
ネ
が
取
り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

（
㈱
富
士
メ
ガ
ネ
代
表
取
締
役
会

長
・
金
井
昭
雄
氏
）、「
ウ
エ
ブ
を

フ
ル
活
用
し
て
来
店
予
約
を
増
加

さ
せ
た
美
容
室
Ａ
ｓ
ｈ
の
集
客
戦

略
」（
㈱
ア
ル
テ
サ
ロ
ン
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役
・
大
山
高
寛

氏
）、「
老
舗
眼
鏡
店
の
メ
ガ
ネ
ソ

ム
リ
エ
が
取
り
組
む
新
規
＆
リ
ピ

ー
タ
ー
の
集
客
・
販
売
戦
略
」（
山

下
眼
鏡
店
眼
鏡
ソ
ム
リ
エ
の
山
下

修
氏
）
な
ど
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ

ら
を
含
め
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や

ア
イ
ウ
エ
ア
ト
レ
ン
ド
な
ど
旬
の

話
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー

が
計
27
本
予
定
さ
れ
て
い
る
。

■
今
年
の
フ
レ
ー
ム
や
サ
ン
グ
ラ

ス
の
ト
レ
ン
ド
を
知
る

　
第
３
の
ポ
イ
ン
ト
は
日
本
メ
ガ

ネ
大
賞
の
受
賞
作
品
が
一
堂
に
揃

う
た
め
、
今
年
の
フ
レ
ー
ム
や
サ

ン
グ
ラ
ス
の
ト
レ
ン
ド
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
同
大
賞
は
今
年
７
月
以
降
に
発

売
さ
れ
る
フ
レ
ー
ム
・
サ
ン
グ
ラ

ス
の
中
か
ら
「
デ
ザ
イ
ン
性
・
機

能
性
が
最
も
優
れ
て
い

る
製
品
」
を
表
彰
す
る

も
の
。
開
会
初
日
の
18

日
の
13
時
か
ら
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
グ
ラ
ン
プ
リ
や
入
賞
作
品
が

発
表
さ
れ
る
。

　
な
お
、
開
会
初
日
に
は
来
年
４

月
に
第
一
回
の
学
科
試
験
が
予
定

さ
れ
て
い
る
国
家
技
能
資
格
、「
眼

鏡
作
製
技
能
士
」
に
つ
い
て
受
検

資
格
、
試
験
免
除
基
準
、
既
存
の

認
定
眼
鏡
士
に
対
す
る
特
例
講
習

会
等
に
つ
い
て
詳
細
説
明
と
資
格

制
度
導
入
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
の
概
要
を
推
進
機
構
代

表
幹
事
の
岡
本
育
三
氏
が
説
明
す

る
特
別
講
演
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

  

日
本
最
大
の
メ
ガ
ネ
の
祭
典
「
第
34
回
国
際
メ
ガ

ネ
展
」（
主
催
：
Ｒ
Ｘ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
／
（
一
社
）
福

井
県
眼
鏡
協
会
、
通
称
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
２
０
２
１
）
が
10

月
18
日
（
月
）
～
20
日
（
水
）
の
日
程
で
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
西
展
示
棟
に
て
開
催
さ
れ
る
。
今
回
は
新

型
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
２
５
０
社
が
出
展
、

新
作
６
万
点
を
展
示
す
る
。
会
期
中
は
27
の
セ
ミ

ナ
ー
の
ほ
か
、
来
年
４
月
ス
タ
ー
ト
の
国
家
資
格
試

　
―
―
社
長
就
任
３
年
目
で
す
が
、
こ

の
間
力
を
注
い
だ
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
い

　「
社
長
に
な
っ
て
真
っ
先
に
手
掛
け

た
の
は
百
貨
店
内
の
眼
鏡
店
の
改
革
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
百
貨
店
の
メ
ガ
ネ
サ

ロ
ン
は
運
営
会
社
が
違
っ
て
も
そ
れ
が

わ
か
ら
な
い
店
構
え
で
し
た
。
む
ろ

ん
、検
査
機
、社
員
の
マ
イ
ン
ド
、サ
ー

ビ
ス
の
違
い
は
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ

は
体
験
し
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
見

た
目
が
同
じ
で
す
か
ら
お
客
様
か
ら
は

ど
こ
の
百
貨
店
で
眼
鏡
を
買
っ
て
も
同

じ
、
と
受
け
取
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

そ
こ
で
百
貨
店
内
で
の
個
性
作
り
を
目

標
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
」

　
―
―
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
工
夫

を
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　「
社
長
就
任
の
１
カ
月
ほ
ど
前
か
ら

国
内
外
の
百
貨
店
内
に
あ
る
店
舗
す
べ

て
を
回
っ
て
現
状
を
把
握
し
ま
し
た
。

そ
の
後
す
べ
て
の
百
貨
店
の
店
長
、
社

長
に
“
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す
、
し

た
い
で
す
”
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
を
し
ま

し
た
。
子
供
の
こ
ろ
は
百
貨
店
に
行
く

こ
と
自
体
気
持
ち
が
高
揚
し
ま
し
た

が
、
い
ま
は
ど
う
だ
ろ
う
、
と
い
う
思

い
が
あ
り
、
強
調
し
た
の
は
、
百
貨
店

に
ワ
ク
ワ
ク
感
を
も
た
ら
す
よ
う
な
店

舗
作
り
を
し
た
い
、と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
の
思
い
を
最
初
に
受
け
入
れ
て
く

れ
た
の
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
伊
勢
丹
で

し
た
。
提
案
か
ら
２
カ
月
後
に
返
事
を

客
様
の
ご
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
出
来

た
の
も
、
日
本
の
職
人
に
よ
る
こ
だ
わ

り
の
製
品
が
ご
提
供
で
き
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
」

　
―
―
ど
の
よ
う
な
店
舗
作
り
を
心
が

け
ま
し
た
か
？

　「
店
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
た
せ
る
た

め
に
コ
ン
セ
プ
ト
作
り
に
こ
だ
わ
り
ま

し
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
そ
の
店
舗
を
舞
台

に
演
じ
る
役
者
で
す
。
環
境
が
変
わ
れ

ば
ス
タ
ッ
フ
の
服
装
も
変
わ
り
ま
す
。

百
貨
店
の
中
で
ネ
ク
タ
イ
、
ス
ー
ツ
姿

だ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
、
蝶
ネ
ク
タ
イ
で

仕
事
を
し
た
り
、
お
客
様
に
こ
の
店
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
？
と
聞
か
れ
た
と
き

に
、
こ
う
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
な
ん
で
す

よ
、
そ
の
時
代
背
景
や
文
化
を
イ
メ
ー

ジ
し
ま
し
た
、
と
伝
え
る
と
、
お
客
様

に
共
感
い
た
だ
き
、
な
つ
か
し
い
ね
、

な
ど
と
反
応
し
て
い
た
だ
け
る
。
そ
れ

が
新
た
な
お
客
様
に
ご
来
店
い
た
だ
く

キ
ッ
カ
ケ
に
な
る
の
で
す
」

　
―
―
そ
れ
に
は
お
客
様
を
店
舗
に
呼

び
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　「
そ
の
た
め
に
、
社
長
就
任
４
カ
月

前
か
ら
店
舗
を
見
通
せ
る
レ
ス
ト
ラ
ン

に
一
人
で
行
き
、
終
日
店
舗
前
の
通
行

人
の
性
別
、
年
代
等
を
調
べ
ま
し
た
。

　
お
店
の
売
上
デ
ー
タ
を
見
れ
ば
60
代

以
上
の
メ
ー
ン
の
購
買
層
の
動
向
は
把

握
で
き
ま
す
し
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
店

舗
を
作
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。し
か
し
、

そ
れ
で
は
店
舗
前
を
歩
い
て
い
る
新
し

い
お
客
様
に
は
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
せ

ん
。
私
た
ち
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い

る
お
客
様
は
百
貨
店
に
遊
び
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
30
～
40
代
の
富
裕
層
で
す
。
理

想
は
お
店
を
利
用
し
て
い
る
人
と
店
舗

前
を
歩
い
て
い
る
人
と
が
一
致
す
る
こ

と
で
す
。
そ
れ
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い

か
常
に
考
え
て
い
ま
す
」

　
―
―
実
際
に
調
べ
た
結
果
は
ど
う
で

し
た
か
？

　「
お
店
の
お
客
様
は
60
代
で
、
店
舗

前
を
歩
い
て
い
る
の
は
30
代
女
性
が
圧

倒
的
に
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
商
品
構
成

や
価
格
帯
を
変
え
ま
し
た
。
通
り
の
お

客
様
を
店
舗
内
に
入
店
い
た
だ
き
や
す

く
す
る
に
は
、
店
頭
に
お
客
様
の
好
み

の
商
品
が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
い
い
価
格

帯
の
も
の
が
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

初
年
度
に
人
事
や
総
務
の
ス
タ
ッ
フ
を

総
動
員
し
て
、
店
舗
の
前
の
通
行
量
等

を
調
べ
て
も
ら
い
、
そ
の
方
た
ち
に
合

わ
せ
た
商
品
構
成
や
価
格
帯
に
す
る
よ

う
に
再
度
、
整
え
ま
し
た
」

　
―
―
売
上
は
ど
う
で
す
か
？

　「
国
内
４
店
、
海
外
１
店
改
装
し
ま

し
た
。
店
構
え
や
商
品
構
成
を
変
え
る

こ
と
の
で
き
た
店
舗
は
実
績
も
上
が

り
、
明
ら
か
に
違
っ
て
き
て
い
ま
す
。

と
く
に
成
功
し
た
の
は
改
装
し
た
店
舗

で
、
新
潟
と
川
越
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

も
対
前
年
は
25
％
強
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
環
境
を
変
え
る
こ
と
で
社
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
変
わ
っ
た
こ
と
も
大

き
い
要
因
と
思
い
ま
す
。」

　
―
―
勝
つ
店
舗
に
す
る
た
め
に
社
員

に
ど
の
よ
う
な
話
を
し
た
の
で
す
か
？

　「
ま
ず
私
の
考
え
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
伝

え
ま
し
た
。
以
前
は
全
国
で
３
０
０
、

４
０
０
あ
っ
た
百
貨
店
が
い
ま
は
２
０

０
を
切
る
よ
う
な
状
況
で
今
後
ど
の
様

な
将
来
が
く
る
か
、
ま
ず
百
貨
店
内
の

店
舗
の
ス
タ
ッ
フ
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

自
店
舗
が
入
っ
て
い
る
百
貨
店
の
先
行

き
を
心
配
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
多
く

い
ま
し
た
。
い
ま
の
メ
ー
ン
と
な
っ
て

い
る
60
代
の
お
客
様
の
次
の
世
代
の
富

裕
層
は
ど
こ
で
買
い
物
を
し
て
い
る
の

か
、
お
客
様
の
変
化
に
自
社
を
合
わ
せ

て
進
化
す
る
こ
と
、
具
体
的
な
戦
略
と

し
て
新
し
い
場
所
で
の
出
店
、
ス
ク

ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
や
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｅ
Ｃ
な
ど
の
取
り
組
み
の
強
化
、
そ
し

て
金
鳳
堂
と
し
て
お
客
様
に
何
が
で
き

る
の
か
、
の
話
を
し
て
い
ま
す
。」

　
―
―
社
員
の
方
と
の
接
し
方
で
気
を

つ
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　「
ス
タ
ッ
フ
は
様
々
な
こ
と
を
含
め

て
、
私
よ
り
は
る
か
に
い
ろ
ん
な
経
験

や
実
体
験
が
あ
り
ま
す
。
私
は
そ
れ
を

全
ス
タ
ッ
フ
か
ら
教
わ
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
会
社
を
運
営

す
る
な
か
で
、
方
向
性
を
持
っ
て
い
ま

す
。
で
す
が
自
分
で
考
え
て
い
た
こ
と

よ
り
ス
タ
ッ
フ
が
お
客
様
の
た
め
に
な

る
こ
と
を
実
行
し
た
い
、
と
考
え
た
場

合
は
柔
軟
に
軌
道
修
正
を
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
社
員
の
言
葉

を
聞
く
時
間
は
難
し
い
で
す
が
、
出
来

る
だ
け
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
と
話
す
時
間

を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

　
―
―
「
勝
つ
方
程
式
」
は
ど
う
創
り

上
げ
た
の
で
す
か
？

　「
自
分
が
信
じ
て
い
る
勝
つ
方
程
式

は
社
長
就
任
１
年
目
か
ら
変
わ
っ
て
は

い
ま
せ
ん
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
影
響
は

で
て
い
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
業
績
は
伸

ば
せ
る
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
三
城
と
い
う
お
店
に
い
て
営
業
に

も
携
わ
り
、
店
舗
開
発
、
人
事
も
経
験

し
て
培
っ
た
も
の
で
す
。
三
城
で
は
１

０
０
０
店
近
い
お
店
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆

ビ
ル
ド
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
い

け
る
な
、
と
思
っ
た
店
が
ダ
メ
だ
っ
た

り
、
長
く
や
っ
て
い
る
お
店
が
賞
味
期

限
切
れ
で
ダ
メ
に
な
っ
た
り
と
か
、
た

く
さ
ん
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
経
験
が

今
い
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
こ
に
ど
う

い
う
什
器
を
置
い
た
ら
お
客
様
が
入
店

い
た
だ
け
る
と
か
、
方
程
式
を
実
践
す

る
と
予
想
に
近
い
結
果
が
得
ら
れ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
社
長
業
は
自
信
が
な

け
れ
ば
や
っ
て
は
い
け
な
い
職
務
。
独

自
の
勝
つ
方
程
式
は
一
人
ひ
と
り
の
社

員
の
進
化
だ
と
思
い
ま
す
」（
つ
づ
く
）

（ツネヨシ・ユウジ）昭和 44 年生まれ、平成５年４
月㈱三城入社、平成 30 年６月 ㈱三城ホールディング
ス執行役員（現任）、平成 31 年４月㈱金鳳堂代表取
締役社長（現任）、令和２年４月㈱三城取締役（現任）

　明治 20 年創業、今年で 134 年
目を迎える老舗眼鏡店・株式会社
金鳳堂（東京都港区、代表取締役
社長 : 恒吉裕司）がいま大きな変
貌を遂げようとしている。40 代

社長を抜擢、新たな企画にチャレ
ンジし、それを次々と成功させて
いる。老舗眼鏡店を率いる若き経
営者はいま何を考え、何を目指し
ているのか？

出
展
希
望
企
業
が

　

急
増
す
る
ワ
ケ
は

岡
本
育
三
氏
の
特
別
講
演
も

２０２２年版
発売中 梶

光
夫
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

国内有力バイヤーから新Bまでビジネス感覚を刺激国内有力バイヤーから新Bまでビジネス感覚を刺激

２５０社出展 日
本
最
大
の
メ
ガ
ネ
の
祭
典

10月18日～20日
東京ビッグサイト

Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ

コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
斬
新
企
画

10月27日～29日
パシフィコ横浜

秋
の
Ｉ
Ｊ
Ｔ

秋
の
Ｉ
Ｊ
Ｔ

社
長
就
任
３
年
で
業
績
急
回
復
の
理
由

社
長
就
任
３
年
で
業
績
急
回
復
の
理
由

「永遠に輝き続けるジュエリー」テーマに

わ
く
わ
く
す
る
個
性
的
な
店
舗
作
り

わ
く
わ
く
す
る
個
性
的
な
店
舗
作
り

創業１３４年の老舗眼鏡店創業１３４年の老舗眼鏡店

金鳳堂 代表取締役
恒吉 裕司
代表取締役金鳳堂

店
前
の
通
行
人
と

店
内
の
お
客
様
を

一
致
さ
せ
る

昨年のＩＯＦＴのイベント

Ｉ
Ｊ
Ｔ
は
例
年
盛
況
に

「見て」「触って」「比較して」「学べる」

３つの見どころ

験
「
眼
鏡
作
製
技
能

士
」
の
概
要
説
明
会

も
開
か
れ
る
。「
見

て
」「
触
っ
て
」「
掛

け
て
」「
比
較
検
討
」

で
き
る
眼
鏡
業
界
の

本
格
的
な
対
面
商
談

の
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
そ
う
だ
。

　
毎
回
、
ビ
ッ
グ
な

商
談
と
刺
激
を
与
え

て
く
れ
る
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ

だ
が
、
今
年
は
見
逃

せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
が

３
つ
あ
る
。

特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

恒吉 裕司

お
客
様
と
ス
タ
ッ
フ
を
変
え
た

頂
き
ま
し
た
。
３
階

奥
の
店
舗
を
１
階
の

目
立
つ
場
所
に
移
し

た
う
え
で
、“
社
長

の
思
い
描
く
店
舗
を

作
っ
て
欲
し
い
”
と

の
お
話
を
頂
い
た
の

で
す
。
当
社
で
も
よ

く
売
れ
る
品
物
は
一

番
目
立
つ
と
こ
ろ
に

並
べ
ま
す
。
そ
れ
と

同
じ
で
百
貨
店
で
も

た
く
さ
ん
の
お
客
様

が
入
店
し
て
い
た
だ

け
る
店
舗
を
良
い
場

所
に
配
置
し
ま
す
。

自
社
の
店
舗
に
た
く

さ
ん
の
お
客
様
に
お

起
こ
し
い
た
だ
け
る

に
は
、
良
い
品
物
を
届
け
る
努
力
は
当

然
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
ダ
メ
で
、

百
貨
店
の
ワ
ク
ワ
ク
感
を
具
現
化
す
る

た
め
の
個
性
的
な
店
舗
作
り
を
実
行
し

ま
し
た
。
ま
た
、
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

ラ
ン
ド
（
鯖
江
光
器
）
を
つ
く
り
、
数

多
い
ハ
イ
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
中
で
も
常

に
上
位
に
入
る
ブ
ラ
ン
ド
に
な
り
ま
し

た
。
老
舗
の
眼
鏡
店
だ
か
ら
わ
か
る
お

ン
な
ど
50
社
１
０
０
人
を
特
別

招
待
し
て
き
た
。
今
回
は
そ
れ

に
加
え
て
、
出
展
企
業
か
ら
推
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